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前田は山田に言った「何故熊の手足は、人間の手足に似ているのか。」山田は答えた「聞いた話だけど、その昔熊は、人間だったらしいよ。」前田はそれを聞くと、家を出て、どっかに向けて、歩いていた。前田はやがて、ボロい一軒の小屋にたどり着き、その中に入った。小屋の中には、何も無かった。外には、地主がいた。地主は、小屋の中に入ってきた。地主は尋ねた「この小屋は、お前のものか？」前田は答えた「そうです。」地主「周囲は、私の土地だ。私の農場で働きなさい。」前田「わかりました。」前田は働きだした。前田は、色々な動物を使ったが、それらは、自分のものにはならなかった。さて、冬が来た。そして、家の中は寒くなった。前田の給料は、全て、食事と消えていた。なので、薪は無かった。なので寒かった。
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ある夫婦がいた。妻は、遭難した時、熊のねぐらで寝た。彼女は、熊と性行為した。そして、家に戻ったあと、半分熊の子供を生んだ。その子供の名前は、山田と名付けられた。山田はある日、森にはちみつを探しにでかけた。すると、熊が出てきた。熊は、山田を、自分の家に連れて行った。そして、籠を持たせて、二人は、ハチの巣を取りにいった。そして、籠一杯ゲットした。山田はそれを持って、家に戻った。すると、義理の父親は山田に言った「外に言って、羊を一匹殺して来なさい。」山田は、羊を一匹殺して解体してから、何処に置くべきか、聞きにいった。父親は答えた。それから彼は言った。「では次は、その肉を入れた場所を、守っていなさい。」それは小屋だった。嵐が起こった。山田は、父親を起こしにいった。「嵐が酷いです、交代して下さい。」父親は答えた「駄目だ。」しかし彼は考えた。守りが一人では、足りないかも知れない。彼は、自分も出ていった。山田も連れて行った。二人は、小屋の周囲に立って、見張った。泥棒が来たので、父親は、泥棒を捕まえて、泥棒を解体して、小屋に入れた。泥棒が、合計１０人来たので、彼は、各々の泥棒を解体して、それらを、皆、小屋に入れた。そして燻製にした。彼は、山田に命じた。「私が外を守る。あなたは、小屋の中で、泥棒の肉を燻製にしなさい。」山田はそうした。ある日山田は、父親に命じられて、湖のそばで、縄を編んでいた。すると、悪魔が出てきて言った「山田さんよ、かけっこで競争しよう。もし、私が勝ったら、あなたを引きずり込む。」山田「もし、私が勝ったら？」悪魔「私が湖に潜る。」山田「ヤダ。」悪魔「強制発動。」強制的に、スタートした。山田は言った「私は脚を怪我している、代理を頼みたい人がいる。」悪魔「言ってみろ、」山田「そこの物陰に、私の妹が隠れている、彼女に頼みたい。」悪魔「そうか、では妹出てこい、」彼は、物陰をつついた。すると、物陰から、ウサギが出てきた。ウサギは、逃げ出した。悪魔は、あとを追った。しかし、追いつけなかった。彼は負けた。彼は、湖に飛び込んだ。それから、這い上がってきた。「これは、私の祖父の松葉杖だ。」彼は、それを放り投げた。天に見えなくなってから、やがて落ちてきた。「あなたも投げてみろ。もし私がかったら、あなたを湖に引きずり込む。」山田がモトうとすると、重くて持てなかった。山田は、仕方ないので、松葉杖を抱えて、空に浮かびだした。そして、雲の上に行って帰ってきた。それから、松葉杖を下ろした。山田はいった「私の勝ちだ。よって、私が、あなたを引きずり込む。」さて、彼女は、悪魔を連れて、湖の底に行った。湖の底には、小屋があった。小屋には、悪魔の祖父が住んでいた。悪魔の祖父は、地下室に、山田を案内した。そこには、サーキットがあった。祖父は、馬を連れてきた。彼は言った「私は、馬をかついで、回る事が出来る。あなたも、馬をかついで、サーキットを回れ。私より多く回れたら、あなたの勝ちだ。」山田は馬に乗って、サーキットを回りだした。悪魔の祖父は、かついで回った。さて、山田は勝利した。悪魔の祖父は言った「まだだ、次の勝負は、」山田「表へ出ろ。」さて、３人は、外に出た。外は水中だった。祖父は言った「何の真似だ？」山田「湖の外に出るぞ。」３人は、湖の外に出た。山田は言った「これから、報酬を貰う。私の帽子一杯にくれ。」祖父「まだ負けてないと言っておろう。馬に乗って競争する事にしよう。雲の上を。」山田「わかった。」山田は、馬を走らせた。何も乗せないで走っている馬は速かった。勝利した。さて、祖父は負けを認めた。山田は、二人に、金を要求した。「帽子２つ分だ。あなたは、右の帽子、あなたは、左の帽子。」さて、山田は、穴を掘った。そして、帽子の底に、穴を開けて、穴の上にかぶせた。悪魔の祖父と、悪魔は、穴一杯に金貨を入れた。山田は、更に言った「二人とも使用人にする。無賃で奉公だ。」さて、山田は、一週間かけてから、家に戻った。終わり。

６３０
山田は、ペットを飼っていた。ネズミと、雀だった。山田は、３０年、それらのペットを飼い続けた。ネズミと雀は、喋れる様になった。ある日、雀は、パンくずを一粒見つけた。雀は、それを山田に献上した。山田は、それを食べた。すると、雀の口から、パンが飛び出した。以降、雀は、いくらでも、口から、パンが飛び出すモードになった。ネズミと山田は、パンを分け合って食べた。雀は、泣き言を言った「これでは、私が食事出来ない。」しかし、雀のお腹は、実際は、パンで満たされており、飢える事はなかった。雀は、悲しみのあまり、家出したが、すぐ、山田に連れ戻された。山田は、雀に言った「可哀想だから、助けてやるよ。」そして、雀にかかった呪いを、山田は、呪い移しの術で、山田自身に移した。それ以降山田は、口を開くと、パンが飛び出る身になった。雀はお礼を言った。山田は、内臓の中に、いくつもの、パン工房を持っていた。そして、そのパン工房で、色々なパンを製造して、山田の胃袋に、投下するので、山田はやはり、飢える事はなかった。山田は、ネズミや雀に、パンを食べさせた。しかし、ある日、ネズミは、山田の秘技を自由に使いたい為に、獣たちに、山田のパンを分け与えて、山田の秘密を暴露して、言った「みんなで、山田を責め滅ぼそう。そして、山田の特殊臓器を奪い、わがものにするのだ。」獣たちは、賛同したが、信用はしなかった。ネズミはとりあえず、ライオン・虎・ひょう　を　連れて、山田の下見に行った。ネズミは、３人を山田に紹介して、正直に話した「これらの友達が、あなたが、自由に、パンを吐き出せる事を、知らないばかりか、信用してくれない。食べさせてやってくれないか。」山田は、食パンを、取り出した。山田は、ライ麦、カラス麦、小麦、大麦、いろいろな麦のパンを、次々と、口から取り出した。そして、ライオンたちは、それを食べた。ライオンは言った「信用せざる得ないだろう、にわかにはしんじがたい事だが。」ひょう「どういう原理なんだい。」山田「原理主義は嫌いだ。」ひょう「わかった。実用一辺倒で行こう。」ライオン「いいや、まだお主が、パンをただ、詰め込んでいただけの可能性は否定出来ない。これから、１００人の獣を連れてくるから、一人あたり、１０個のパンで歓迎しろ。そしたら、信用してやろう。」山田「１００人でも、１０００人でも、連れてくるがいいさ。」さて、ライオンは、１００人の獣を連れてきた。マレーバクは、パンを１０個食べた。そんな感じで、人々は、山田から出るパンを、次々に、食べていった。さて、雀は、自分も、友達に、パンを食べさせたいと考え、招集をかけた。１００匹の鳥が集まり、１００匹の鳥も、一人１０個ずつ、パンを貰って食べた。ある時、ワシは、山田に言った「１００個パンをくれ。もしくれたら、木の上に連れて行ってやろう。」山田は、１００個パンを渡した。すると、ワシは、山田を、高い木の上に連れて行った。山田は、その場で回転しだした。そして、パンを、吐きながら、回転を始めた。パンは、世界中に飛んでいった。山田が、しばらくパンを飛ばしていると、農夫が一人、木の上に登ってきた、農夫は言った「山田、灯台下暗しだ。私のところには、パンが来ないぞ。私の家に来い。もし、来てパンをくれたら、お礼に、一匹鳥を捕まえてやろう。」山田は答えた「礼には及ばない。なぜなら、鳥は呼べば飛んでくるからだ。」山田は、農夫の家に行った。そして、パンを１００個提供した。農夫は、パンを食べた。しかし、どうしてもお礼がしたい農夫は、鳥を捕まえにでかけた。それに、パンだけではなく、自分自身が、肉食べたい理由もあった。農夫は考えた。山田のパンと、自分の鳥料理を合わせれば、最高のご馳走が出来る。戦闘力は、２乗で増える。と。農夫は、ワシを捕まえたが、ワシは食べられないので、飼育する事にした。ワシは、農夫に言った「ワシを、飼育してくれるのなら、沢山鳥を捕まえてきてやろう。」農夫は、それを信じて、ワシを飼い始めた。農夫は当初、山田のパンを、ワシに渡していたが、ワシは、こう言った「ワシは肉が食べたいぞ。肉を食べれば元気になって、肉を捕まえてくるぞ、鶏肉をな。」さて、農夫は悩んだ末、羊を殺して、羊肉を、ワシに食べさせた。ワシは、農夫に言った「私は、お前に肉を取って来る事はしない、お前を連れて、肉を取る旅に出かけるのだ。」山田は、ワシに言った「ワシも、連れて行ってくれないか。」ワシは答えた「いいぞ。」ワシは、二人を乗せて、旅にでかけた。ワシは、空高く舞い上がった時、雀を取った。そしてそれを、農夫に渡した。ワシは、海原を通った。その時に、魚をとって、農夫に渡した。山田は不平を言った「私にもなんかくれ。」ワシは答えた「駄目だ、農夫は、羊を犠牲にしたのだ。山田は、肉を私に与えなければならない。」山田は、肉のとり方を、知らなかった。ワシは岸に来た。ワシは、ムラサキガイをとって、農夫に与えた。ワシは、陸に来た。ワシは、ヤギをとって、農夫に与えた。農夫は、ヤギの量が多かったので、山田に残りを渡した。山田は、ワシに、ヤギ肉を渡した、ワシは言った「なる程。巧妙な作戦だったぞ山田。」さて、原っぱに来た。ワシは、ウサギを捕まえて、頭部を、山田に渡し、他の部分を、農夫に渡した、そして、草原には、柱が一本立っており、そこに、降り立った、ワシは言った「二人とも、柱に何が書いてあるか、読んでみろ。」山田は読んでみた。これより、２５里先、銅の街。ワシはその後、二人を乗せて、銅の街へ飛んでいった。そして、自分の姉に会った。ワシは言った「銅の鍵と、銅の小箱が欲しい。」姉「駄目だ。」ワシ「なら仕方ない。」彼は諦めて、街の外に出た。彼は、２番目の姉を尋ねて、銀の小箱と銀の鍵を求めたが、駄目だった。山田は言った「肉くいてえ。」ワシ「我慢しろ。」ワシは、金の街へ行き、そこにいる姉から、金の鍵と、金の箱を手にいれた。ワシはそれを、山田に渡した。そして、農夫を連れて、山田を残して、去っていった。とりあえず山田は、箱を開けてみた。すると、金の街が現れた。山田はすぐ、それを閉じてしまった。山田は、家に戻った。家に戻ると、王がいた。王は、山田の夫を傍らに携えていた。王は言った「この男を、私の家の使用人にする」山田「もし、彼が承諾するのなら、私に拒み様がある訳がありません。」夫「山田。別に私は、仕事がなくて、困っている訳じゃない、断じて。しかし、仕官するぞ。」山田「良かったじゃない。」さて、夫は山田の前から去っていった。仕官した彼は、誰かと再婚した。山田は、その知らせを聞いたので、旅に出た。山田は、海を越えてから、どんどん歩いていった。すると、ドナウ川のほとりにたどり着いた。そこで、昼寝を始めた。山田が目覚めると、１２匹のカモが、川でプカプカ浮かんでいた。山田がカモを眺めていると、一匹のカモが、上陸して、ペタペタ歩いた。そして、人間の服が、ぬいであるところに行き、衣服の中に、すっぽりと入った。すると、衣服が盛り上がり、いつの間にか、人間の女が、その衣類を身にまとって、立っていた。山田は思った、これは、鳥が人間に変身するパターンだな。と。山田は、パンを食べ続けていたが、カモに、パンを提供した。山田が、カモに餌をやっていると、火事がおこった。火事は、カモの衣類を、全て燃やしてしまった。カモたちは、人間に戻った。そして言った「衣類！　衣類が無くなったよ！」そして、山田をじっと見た。「山田ぁ・・・衣服を寄越せ！」さて、山田はひんむかれた。一人の女は、争奪戦の末、山田の衣類を着る事に成功した。彼女は、カモに姿を変えると、水に飛び込んでから、飛び立った。そして、どっかに消えていった。１１人の女は、そのまま残った。さて、王が来た。王は女たちに言った「ん？　娘が一人足りないな。」娘たちは答えた「彼女は山田の衣服を奪って逃げました。」王「そうか、山田、悪い事をしたな、私の城に来なさい、衣服も作ってやろう。」山田は、１１人の女に混ざって、王の城へ行った。王は、山田に、衣服を渡したが、彼女の、耳に、蚊を一匹とまらせて、命じた「蚊、山田の耳元から、動くでないぞ。山田、蚊を追い払ってはならぬ。」山田は、かゆみをこらえる必要が出てきた。王は、白石の宮殿を建てて、そこに山田を住まわせた。しかし、蚊を外す事は許さなかった。彼は、自慢した「私は、蚊に命令する事すら出来るのだ。」そして、山田のパンを食べた。ある日王は、どじょうを持ってきた。そして、山田をテーブルに座らせ、鍋を用意して、どじょう　を　鍋に入れて、豆腐も鍋にいれた。そして、鍋を加熱した。鍋の下、テーブルの下では、かまどが燃えていた。使用人は、かまどを燃やしていた。山田が見ていると、どじょう　は　豆腐の中に潜り込んだ。王は言った「これは、どじょうの踊り食いという。」そして、十分加熱が済んだら、王は、豆腐を食べ始めた。どじょうの入っている豆腐を。王は、山田にもすすめた「どうした山田、冷めるのを待っているのか？　食べなさい。いつもパンばかりで、飽きただろう？」山田は、どじょう鍋を食べた。さて、ある時、山田の元に、山田の息子がやってきた。彼は、山田と相談して、入れ替わった。彼は山田の衣服を着た。それから山田は、鳩になって、飛んでいった。山田が鳩になって飛んでいったので、王は、追手を差し向けた。山田は、川や、教会に姿を変えて、追手を追い払った。王が直々に来た時、山田は、教会になっていた。王は、そのまま、そこの神父になってしまった。山田は、これはいけないと思って、鳩になって逃げ出した。王は、元に戻った山田を追いかけていって、金の街まで追い詰めた。山田は、馬になって逃げていた。山田は、金の街に入ってから、乞食に変身した。王は、金の街に入場した。乞食の山田は、王に言った「肉を下さい。」王は、羊を殺して、その肉を渡した。山田は元に戻った。「あなたと結婚していいですよ。」王は、山田を受け入れて、その金の街で、二人は暮らした。終わり。
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山田がいた、山田には夫がいて、何度もセックスして、精液は、膣の中に入ったはずだった。しかし、山田は妊娠しなかった。山田は、王に言った「王、私を妊娠する様にして下さい。」王は答えた「夫を取り替えてみらたどうだ。」山田「なる程。」夫は抗議した「私のせいじゃない、山田に問題があるんだ。」山田「そんな事、証明しようが無いじゃないか。」夫「もっといい方法がある。山田、街に出るんだ。すると、妊娠するはずだ。」山田「本当かー？」夫「我々が証明して見せたじゃないか、我々は、精液によって妊娠するのではない、えーっと・・・神が妊娠させるのだ。」山田「なぜ神と街が関係ある？」夫「とにかく行くぞゴラ。」夫は、山田を街に連れて行った。すると、一人の老婆がいた。彼女は山田に言った「何か悩みがある様だね、それを当ててみせよう。ま、そんな事はどうでもいい。私は、アレが食べたい。」山田「アレってなんだ？」老婆「王の城の、お堀に、カマスが住んでいるはずだ。そのカマスの中に、金のカマスがいる。その金のカマスを捕まえるには、絹の網を使う。今から、絹の網を持ってくるから、それで、金のカマスを掴まえて料理しようぜ。」山田「網貸してくれるなら、喜んで漁をするけどさぁ。」二人は、金のカマスを捕まえた。そして料理した。老婆は説明した。「実はな、このカマス料理を食べると、妊娠出来るんだ。」山田「では早速食べよう。」老婆「私も食う！」二人は食べた、山田の夫は、試しに、自分もとって食べてみた。老婆は言った「あ！　凄い事しやがるでんな！」山田の夫「カマスによって妊娠する・・・のか？　実験だな。」さて、３人は妊娠した。さて、３人は、全く同じ外観の子供を、カマスを食べてから、３時間で生んだ。老婆は説明した「これらの子供は、成長が早いよ。」本当にそうだった。３時間で、２０歳くらいの年齢に育った。山田はある日、街に行って、人の様子を見ていた。ある人が走っていた。その人は、同じところを、ぐるぐると回っていた。その人は、山田が現れたのが、午前８時で、その頃には、既に走っていた。そして、山田が帰るのが、午後６時だったが、その時まで、永遠に走り続けていた。時速３０ｋｍ程度の速度で走っていた。山田は家に帰って、その事を夫と息子に言った。息子は答えた「私はもっと走れる。」彼は、翌日、山田と共にでかけた。その謎の走り屋は、まだ走っていた。そして、山田の息子も、その人の後ろをついて、走り出した。山田が見ていると、息子は、午後８時までは走り続けた。山田は、飽きたし、眠いので、午後８時に家に戻った。息子は、多分その後も走り続けた。山田は、翌日、街にいって、目立とうと考えた。彼女は、樽を運んできた。転がしてきた。そして、樽を立てて、その上に乗って、叫んだ「あいうえおかきくけこさしすせそ以下略。」目立ったが、山田は狂人だと、言われる様になった。山田は、目立てたので、満足した。翌日、山田は、おとなしい状態で、街をうろついて回った。山田は、狂気の山田と言われる様になっていた。さて、悪いやつが現れて、狂気の山田を、殴った。山田は吹っ飛んだ。山田は立ち上がった。彼女は叫んだ、「許す！　一回目までは・・・。」さて、悪人は、満足そうな笑みを浮かべると、立ち去った。山田はある日、持てるだけの金貨を持って、街をうろついていた。すると、悪人と、悪人の友達が寄ってきて、山田を袋たたきにしてから、山田を、摘んで、ひっくり返した。そして、ゆすると、山田のポケットから、金貨がこぼれおちた。彼女ら（男女含め彼女ら）は、金貨をひろうと、山田を放り投げて、去っていった。山田は、金貨を稼ぎなおす為に、放浪の旅に出た。山田は、金を節約する為に、何も買わないで、全て、盗んで調達した。ある時、小さなガラス玉が、山田の頭上に落下してきた。山田は、それを避けた。すると、ガラス玉は、地面にめり込んだ。山田は、それを拾い上げた。それから山田は、それを、頭上に放り投げた。すると、天空に、大将がいて、大将は、そのガラス玉を、飲み込んでしまった。彼は、山田の所にやってきた、そして、山田を捕まえて、山田の口の中に、排便をした。すると、ガラス玉が出てきた。山田はそれを飲み込んでしまった。彼は、山田をほうり捨てた、そして言った「返したぞ。」そして去っていった。山田は、ゲロをして、ガラス玉を吐き出した。それからそれを、ポケットにいれた。ガラス玉は、山田に言った「お前をこれから、黒海へ拉致する。」そして、山田を吸い込んだ。山田は、黒海沿岸にワープさせられた。ガラス玉は、山田を排出した。山田は地面に落ちた。そこは黒海沿岸だった。そこには、大蛇がいた。ガラス玉は言った「山田、雄々しく、戦うのです。」山田は、頭に来ていたので、ガラス玉を、大蛇に投げつけた。大蛇は、ガラス玉を避けた。ガラス玉は、地球を一周してきた。その時には、ガラス玉は、シュウシュウと、音と立てていた。摩擦熱によって、加熱して、煙が立ち上っていた。地球を一周してきた、ガラス玉は、蛇の口の中に飛び込んだ。蛇はその攻撃を無視した。しかし、山田は、蛇の姿が、海に写っているのを見ると、海に飛び込み、蛇の映像をかき乱した。すると、蛇は、弱り出した。山田は、水から上がってきて、石を、蛇の写っている姿に投げつけた。すると、現実世界の蛇は、ダメージを受けた。石を受けたところから、血が出ていた。山田は、石をなげつづけた。蛇はある時、バッタリと倒れた。そして、水の中に、ボッチャーん　と　沈んだ。山田は、小屋を立て始めた、そして、王の城へ行き、王を連れてきて、王を、小屋に幽閉した。王は言った「こんなダサい小屋になんか、住たくないぞ。」山田は塔立てて、そこに、王を幽閉した。王は言った「山田、なぜ私を幽閉するんだ。」山田は答えた「幽閉されるのが嫌だからです、此処から出たらきっと、王は私を幽閉するでしょう。」王「そんな事しない。それより、何か食べ物を持ってきてくれ。」山田は水を持ってきた。それから、食べ物を持ってきた、食べ物がなくなると、山田は、王を解放した。解放された途端、王は、山田に襲いかかった。山田は逃げ出した。そして、山田の実子以外の、老婆と、夫の生んだ子供のところへ逃げた。子供たちは、農作業をしていた。山田はそこに来て言った「王に追われている、匿ってくれ。」息子たちは言った「なぜだ？　まあいい。こっちに来てくれ。」彼らは、山田を家に隠した。王が来た。王は言った「このへんに、山田が逃げてきたはずだ。何処に行った？」息子「森へ逃げていきました。」息子は、森を指差した。王はそっちに向かっていった。山田は、家の中から、窓を通して、王が去っていくのを眺めていた。王が行ってしまうと、山田は外に出てきた。山田はお礼をいった「ありがとう。」そして、王がやってきた方角へと逃げた。すると、天にいる大将が、山田の前に降りてきた。そして、山田を連れて、天へ登っていって、玉座に、山田を縛り付けた。大将は、部下を呼び出した。部下は、山田の縛り付けられている、イスを、持ち上げて、神輿を担いだ。山田はいった「一体何の真似だ。」大将は答えた「山田を祀っているんだ。」大将は、更に、神輿の上に乗って、踊り始めた。大将は、山田の頭を踏んでいた。部下は担ぎながら称賛した「大将！　大将！」山田は言った「大将って、一体何の大将？」大将は答えた「私は、賭けカルタをして、これらの部下に勝利して、彼らに対する大将になったのさ。これからもっと、賭けカルタで勝利する予定だ。」そしたら、２匹の竜が飛んできた。片方の竜は、空中でホバリングして、片方の竜は、地上に降り立った。その竜は、飛んでいる方は、９つの頭を持っており、地上に降り立った方は、１２つの頭を持っていた。大将は、１２つの頭の竜と、賭けカルタを始めた。そして勝利して、１２つの頭の竜を、部下にした。そして、１２つの頭の竜に乗った。それから、大将は、山田を、９つの頭の竜に乗せた。大将は、竜と山田を連れて、自分の家に戻った。大将は、地下室へ潜っていき、鍵を使って、地下室の扉を開いた。そして、地下室の中に入っている、武器の中から、棍棒と刀を手にとって、それらを、山田に渡した。山田は、大将に斬りかかった。大将は、山田を突き飛ばした。山田は、竜から落下した。それから大将は、９つの頭を持つ竜と、賭けカルタをして、勝利した。そして、９つの頭を持つ竜も、自分の部下にした。９つの頭を持つ竜は、大将に説明した「私の兄に、６つの頭を持つ竜がいます。彼も軍団に加えましょうか？」大将「連れてこい。」９つの頭を持つ竜は、でかけていった。その頃、山田は、頭を、地面から引き抜いて、散らばった武器を集めていた。山田は、武器を持って、地上に降りる事にした。山田は、荒縄を見つけた、荒縄を、橋の欄干にかけてから、荒縄をつかて、天界から降りていった。そして、地上にたどり着いた。そこは、黒海沿岸だった。山田が、海に沿って歩いていると、海の向こうに向けて、かけられている、橋があった。山田は、その橋を歩いていった。山田は、電話を使って、自分の息子を呼び出した。彼は延々と走っていたが、山田に用事を言いつけられて、走る必要がなくなったので、山田に感謝した。それから、走って、橋までやってきた。そして歩いていると、大将が、１２つの頭を持つ竜に乗って、山田の元に舞い降りた。大将は言った「ところでお前たち、あの柱に書いてある事には、興味が無い様だな。」山田は、興味が湧いてきたので、尋ねた「あの柱とはどの柱だ？」大将は、指を指した。山田は、その柱の元へ行き、文章を読んでみた。山田は言った「ここが、三匹の竜の、登り口である。どういう意味だ・・・？」息子「竜が３匹出てくるんじゃないのか？」山田「既に一匹いるぞ。目の前に。」さて、そんな事言っていると、９つの頭の竜が、６つの頭の竜を連れてきた。大将は言った「これで、３人揃った。伝説を成就しなければならない。ついてこい山田。」大将は、竜を移動させて、自分も乗って、橋の奥へと移動した。山田は追いかけた。すると、鶏の脚で立っている、家が一軒あった。３匹の竜は、その家に入っていった。大将も、入っていった。鶏の脚を持つ、家は、山田にそっぽを向けた。すなわち、橋の奥の方を見据える様に、回転した。そして、脚を踏み鳴らした。山田の足元は揺れて、山田は、バランスを崩して倒れた。それから立ち上がったが、その時には、大将だけが、山田の目の前にあらわれており、竜はいなかった。で、大将は、山田を殴った。山田は、大将から見て、右に向けて飛んでいった。そして、欄干に捕まって、海に落ちなかった。大将は言った「橋の上での決戦だ。」さて、息子は、大将に挑みかかった。大将は、いつの間にか、息子の背後に移動しており、棍棒で、山田の息子を殴った。山田の息子は、崩れ落ちた。さて、山田は、欄干を越えて、橋に戻った。大将は、山田に急接近して、山田の顎をしゃくった。山田は、左に逃げた。大将も、左に移動して、山田に先回りした。山田が気づくと、小屋が、山田の背後に立っており、行き先を塞いでいた。前には、大将がいた。大将は、橋を破壊した。すると、破壊された、向こう側の橋は、沈んでいった。そして、先の橋だけが残った。大将は、竜を呼び出した。そして、竜に乗って、去っていった。あとには、家と、橋だけが残ったが、橋が壊れたので、戻る事は出来ない。家は、脚を曲げて、山田たちを、迎え入れるような仕草をした。山田は、階段を上がって、家の中に入った。今、家の中には、残りの竜２名がいるはずである。しかし、山田が家に入ってみると、誰もいなかった。その代わり、テーブルの上には、料理が乗っていた。そして、テーブルの横には、木のベッドが用意されていた。今私は、珍しく腹いっぱいである。なので、料理は食べたくない。しかし、山田は、テーブルについて、料理を食べた。それから、ベッドに入って寝ようとした。山田の息子も、ベッドに入ってきた。二人は一緒に寝た。家には、かまどがあった。かまどから、竜が出てきた。竜は言った「二人とも、寝ている場合では無い。私より強い竜が、今晩現れる。その竜を撃退するのだ。まず、さしあたって、寝ずの番をするのだ。順番を決めよう。」山田は起きた。それから、じゃんけんで、負けた順番に、みはる事になった。そして、山田は２番目だった。一番は竜だった。この竜は、首６本の竜だった。山田は、自分のターンが来るまで、散歩をする事にした。山田が散歩していると、海から、小さなツボが飛び出してきた。ツボが踊りだしたので、山田も踊りだした。すると、ツボは、海から上がってきた。そして、山田と手をつないで、二人は踊った。しばらく踊っていると、ツボは、蓋を開いた。そして、蓋から、水を吹き出して、山田に浴びせた。山田が、呆然としていると、ツボは、山田に突進してきた。そして、山田にぶち当たって、玉砕した。ツボの破片が飛び散った。山田も、頭から、血を流して倒れた。息子がやってきて、山田を、寝かせた。家に連れ帰ってから。家とは、鳥の脚をした家である。山田はすやすやと寝た。その間、竜が見張りをしていた。しかし、山田の時間が来たが、山田は怪我をして休んでいた。なので、代わりに、山田の息子が、見張りに交代した。さて、山田の時間になった。山田が外に出ると、ツボがまた現れた。こんどは山田は、ツボに襲いかかった。そして、ハンマーで、ツボを叩き割った。すると、飛んでいたカモの大群が、橋に降りてきた。そして、山田を取り囲んだ。山田は、ハンマーを身構えた。カモは、山田に向かって、ガーガー鳴き出した。山田は、カモを一匹捕まえた。そして、家に入った。すると、津波が来て、家が流された。家は、橋から離れてしまった。山田は、息子に、カモを料理するように命じると、家の外に出た。すると、竜が、家の下にいたので、山田は、竜の背中に乗った。そして、竜は飛んで、橋に、家を戻した。家は、脚で着地した。この竜は、首が、１８本あった。さて、竜は、灰色の馬と、栗毛の馬の、２匹の馬を呼び出した。馬は、海の上を走ってやってきた。竜は、山田を掴んで、放り投げた。山田は、飛んでいった。そして、橋の上に落ちた。そこは、橋の端だった。竜は、橋を揺らした。山田は転んだ。そして倒れた。竜は、着ている服の、ポケットに、手を突っ込んだ。それから、ポケットから、ゴーレムを取り出した。そして、ゴーレムに命じた「山田を倒せ。」ゴーレムは、土埃をあげながら、山田に突進した。山田は、ゴーレムの攻撃を受け止めた。ゴーレムは弱かった。しかし、山田も弱い。山田は、腹部にパンチをもらって、倒れた。さて、竜は、こんどは、ポケットから、ロボットを取り出した。そして命じた「山田を倒せ。」ロボットは、口と耳から、湯気を放出していた。山田は、ロボットの攻撃を受け止めたが、そしたら、骨が折れた。ロボットは、硬かった。ゴーレムより強い。さて、栗毛の馬は、走ってきて、山田を背中に乗せて、橋の先の方に向かって走った。灰色の馬もついてきた。竜は、飛び上がって、山田を追いかけた。「この裏切り者めぇええ！」山田「どうして助けてくれるのですか？」馬は答えた「給料が安いんだ。」さて、馬がしばらく走っていると、カラスがやってきた。カラスは、竜の骨を持っていた。カラスが、竜の骨の入った袋を、海に落とすと、海から、骨が組み上がった、骨だけの竜が現れた。骨だけの竜は、竜に襲いかかった。竜は、骨竜と格闘した。竜は、口から焔を吐いたが、橋を燃やしそうになったので、やめた。馬は山田に言った「チャンスだ。」そして、逃げるのをやめて、反対側に走り出した。山田は言った「逃げる方がいいよ。」山田は、馬から飛び降りて、転げまわった、馬は言った「馬鹿だなぁ。」そして、自分だけ山田を置いて逃げた。山田も、走って逃げようとしたが、骨竜を倒した、竜は、山田においついて、まず、山田を踏み潰した。竜は、自分の妹を、こんどは呼び出した。すると、妹がやってきた。カラスは言った「山田、何か会話して、時間を稼ぐんだ。私は、馬を呼んでくる。」カラスは、橋の向こうに飛んでいった。山田は言った「ポケモンゲームしよう。」山田は、会話が非常に下手だった。さて、山田は、仮想ポケモンに、竜２匹を付き合わせて、時間を稼いだ。しかし、竜２匹は、仮想ポケモンに、飽きてきた。そして、山田を張り飛ばした。山田は、欄干に掴まる事で、海に落ちなかった。竜は言った「お前は暇な奴だ。もっといい芸をして見せろ。つまらな過ぎるぞ。裸で踊ってみろ。」すると、妹は、彼を殴った。妹は、竜に言った「女を裸にするなっ！」竜「なんだと？」二人は喧嘩を始めた。山田は、その隙きに逃げ出した。竜二人は、殴り合いの喧嘩を、頑丈な橋の上で行った。すると、竜の娘が飛んできて、橋に座った。彼女は言った「お父さん、おばさん、逃げましたよ、獲物が！」すると、二人は、山田を倒さなきゃいけない事を、思い出した。しかし、娘は言った。「そんな事より、この家の中から、美味しそうな匂いがします。入って何か食べましょうか。」彼女は、どんどん、鶏の脚の家に入っていってしまった。すると、テーブルには、食事が用意されており、彼女は、それを食べてから、ベッドで眠った。今回は、ベッドは３つあった。他の竜２匹も、娘の通りにして、食事を食べてから、ベッドで眠った。その間に、６本の首の竜と、山田の息子は出てきて、毒入りのワインを、テーブルの上においておいた。それから、かまどに隠れた。すると、３匹の竜は、目覚めて、モーニング・ワインを飲んだ。それは毒入りワインだったので、３匹は、卒倒した。竜と息子は、３匹の竜を、扉の外に出してから、海に投げ捨てた。３匹は、沈んでいった。山田は、逃げ続けて、対岸へ来た。山田は、竜と息子の事は、すっかり忘れており、橋を破壊して、海に沈めてしまった。鶏の脚の家は、脚で、海に立っていた。なので、沈まなかった、一方で、深海に沈んだ竜は、寒さで、目を覚ました。そして泳いで、水上に上がった。そして、飛んで、山田を探したが、そしたら代わりに、家を見つけた。竜は命じた「娘よ、家に入り、家を守るのだ。」そして竜は、山田を探し続けた。一方、娘は、家に入った。竜の妹は、ロシア側を探し、竜自体は、トルコ側を探した。山田は、トルコ側に来ていた。竜は、山田を見つけて、降り立った。一方、竜の娘は、家に入ってから、ご馳走を、食べていた。それから、ベッドで眠った。今度は、息子と竜は、毒入りの、ワイン・おにぎり・チーズ　を　置いておいた。竜の娘は、目覚めてから、それらを食べた。そして、眠ってしまった。息子と味方の竜は、竜の娘を、海に放り投げこんだ。竜の娘は、沈んでいった。一方で、山田と竜は、棍棒と刀で、殴り合っていた。いい勝負だった。竜は言った「なかなかやるな。」しかし、その隙きに、山田は、竜の首を切った。そして、海に放り込んだ。頭部を。そして山田は、竜が、シャベル度に、竜の隙きをついて攻撃して、竜の首は、ついに、無くなってしまった。元は、１８本あったのに。山田は、竜の胴体を蹴り飛ばした。すると、胴体は、海に落ちた。水しぶきが起きた。しかし、それを聞いて、竜の娘は目覚めた。彼女は、父親が死んでいるのを確認すると、バラバラに斬られた、頭を回収して、胴体も回収して、家に持って帰った。そして、それらを縫い合わせて、竜の父親を復活させた。竜は、娘にお礼を言ってから、親愛のキスをした。一方で、山田は、小屋を建てた。トルコ側に。そして、壁にナイフを突き刺してから、それに、タオルをかけておいた。タオルから、血液がこぼれ落ちてきた時、山田は、刀と棍棒を持って、屋外へ出た。すると、竜と竜の娘と、竜の妹３人が来ていた。３人は、口から焔を吐いて、山田の小屋を、灰にした。山田は、物陰に隠れた。さて、竜は、暴れまわって、そこらじゅうを破壊して、山田を探した。すると、家が走ってきた。竜は、家の存在を思い出した、「今度は、二人で守っていろ。山田程度、私一人で十分、」「この間、それで負けただろう？」竜たちが、話し合っている隙きに、山田は、家の中に入った。すると、中には、息子と、竜がいて、家を操縦していた。家は、海を走り、竜たちから逃げ出した。竜は言った「ほら、見たことか！　あの家に最低一人は、いなきゃいけない！」そして、くじびきをして、山田を攻める役割は、竜の娘になって、残り２匹は、家をぶんどる役割になった。竜と妹は飛んだ。そして、家を追いかけた。家は逃げ続けた。山田が、窓の外を見ていると、ババ・ヤーガが海の上を走ってやってきていた。山田は言った「ババ・ヤーガが帰ってきたぞ。」３人は、かまどに隠れた。さて、しばらくすると、ババ・ヤーガの、息子の妻、３人が帰ってきた、息子の妻は、言った「私は、あいつらを謀殺する。やり方はこう。私は、泉に姿を変えて、あいつらを待ち受ける、その間、おかあさまは、日差しを強くして、大地を乾かしていて下さい。あいつらが、水を飲む様に。」さて、二人目の、嫁は言った「私はこうする。私は、木に化けて、みずみずしい果実を、提供するフリをして、殺す。その間、大地を乾かして下さい。」３人目「私は、小屋に化ける。そして、中で寝ているあいつらを、殺してみせる。」ババ・ヤーガは答えた「私はこうする。豚に化ける。そして、あいつらを食い殺す。」４人は、この会議を終えると、食事をとってから、ベッドで寝て、でかけていった。家は無人になった。山田たちは、かまどから出てきた。そして、家を走らせて、ウクライナに戻った。大地に家は降り立った。家が走っていると、急に乾燥してきて、喉が乾いた。山田は言った「泉や、木の実に注意しよう。」泉があった。山田は言った「本当に泉か確かめて見よう。」山田は、棍棒で、泉を殴った。ボコボコに殴った。すると、水ではなく、血液が吹き出した。山田は、そのまま、殴り続けた。それを見て、残りの二人も参加して、ボコボコに殴った。そんな調子で、泉だけではなく、木の実も、小屋も、殺してしまった。山田たちは、やがてある村に来た。此処では、鍛冶屋が仕事をしていた。鍛冶屋は、１２人いた。山田は、鍛冶屋に弟子入りした。１３人目の鍛冶屋になった。山田は、働いているうちに、自分の鍛冶場を所持した。そして、その鍛冶場を、鉄の壁で取り囲んだ。それから、３本の、鉄のムチを鍛えた。それから、ひばさみを、真っ赤に焼いておいた。そしたら、豚が来た。豚は言った「山田を引渡せ。さもないと、鍛冶場ごと飲み込んでしまうぞ。」さて、人々は協議した。それから、山田に相談した。「豚ごときの言うことを聞く必要があるかどうかが、そもそも疑問だ。」山田は答えた「では、こう言って下さい。舌を伸ばしなさい。そこに、山田を放り込んでやるから。」なので、鍛冶屋たちは、豚に言った「舌を伸ばして下さい。そこに山田を放り込みますから。」さて、鍛冶屋たちは、山田を舌先に放り込んだ。豚は、舌先を引っ込めて、山田を飲み込んだ。鍛冶屋たちは言った「アレで良かったのかなぁ。」竜は言った「よくない。アレは山田の作戦だったんだ。ああして、舌を出させておいて、ひばさみで、舌を引っこ抜く予定だったんだ。あなたたちは、ミスを犯した。」鍛冶屋「うーん。ミスった。」竜「まだ、作戦を取り返す事は出来る。豚はまだ、我々二人を要求するはずだ。今度は、放り込むんじゃないぞ。」さて、豚は、竜と、山田の息子を引き渡す様に要求した。鍛冶屋は、舌を突き出す様に言った。それから、ひばさみで、舌を引っこ抜いた。すると、山田が出てきた。豚は、転げまわった。竜は、鉄のムチで、豚を叩いた。竜は、残りの２名の竜を呼んだ。そして、残りのムチを、山田は、竜たちに渡した。そして、竜たちは、豚をぶちまくって、豚を殺した。豚は、汚い幽霊に変わった。さて、新たな竜を加え、合計５人は、ババ・ヤーガの家に入った。そして、家のスイッチを押したら、家は移動して、インドへ向かった。そして、インドに到着した。さて、５人は、ババ・ヤーガの家を、停止モードにかえると、インドの王を捕縛した。彼は、怒った。「何故捕縛する?」山田は答えた「大した理由じゃない。些細な理由だ。なんとなく気に入ったんだ。失礼。冗談だ。気に入らなかったんだ。すまない。」インドの王は、山田を病気だと思った。彼は叫んだ「助けてくれえええええ!!」山田「祈るんだ。ヘルプミーゴッド。」竜「何遊んでんだ山田。」山田「この世は全て遊びだ。」とか言っていたら、王は、軍隊を派兵してきた。軍隊は、家を取り囲んだ。山田は王に言った「なかなかやるじゃないか。」王は答えた「これが権力だ。」山田「はかったな。こうなれば、コイツは殺すしかない。」竜「国際問題になるぞ。」「ならない。私は山田だ。」山田は、王の首を切り取った。王は絶命した。軍隊は、王が死んだので、激怒した。そして、突撃してきた。家は、跳躍して、軍隊を飛び越え、黒海周辺に戻った。インド軍は、黒海まで追いかけてきた。山田たちは、黒海の反対側に逃げた。インド軍は、遠回りして、追ってきた。山田たちは、逃げ続けた。その間に、インド軍は、病死や事故死をしていった。山田たちは、ある時立ち止まった。そして、交渉をしたいと、山田が申し出た。交渉では、山田が、インド王を封印した、棺を使い、彼を蘇生させた。さて、交渉は成立した。蘇ったインド王は、親愛の証として、娘を、留学させる事に決めた。娘は、まるやという名前だった。まるやは、山田たちの、家に入った。そして、テーブルの上の、ご馳走を食べてから、木のベッドで眠った。山田は、インドの姫を住まわせる為に、家の中に、家を立てる事にした。家には、鏡が一台あった。その鏡の奥には、鏡の世界がある。山田は、鏡の世界に入った。そして、娘の為に、城を建てた。城の調度品を整える必要がある。山田は、中に入った。かしの木のテーブルを用意した。そして、そのテーブルに、模様入りのテーブルクロスをかけた。そして、そこに姫を住まわせた。ちなみに、インドの王は、既に魂は死んでおり、竜の魂が、彼の肉体に入り、操っているのであった。山田はある日、鳩になって、旅行にでかけた。山田の息子は、鷹になって、ついていった。山田が海に来ると、海上に、誰か立っている。金の頭と、銀のヒゲを持っている、老人だった。山田は言った「部屋を貸してくれ。」山田は、部屋を借りた。部屋は、水上に浮かんでいた。山田は、電話で、竜を呼んだ。竜の一匹が飛んできた。竜は、部屋に入った。山田は言った「セックスしよう。」山田は、竜と性行為した。竜はオスだった。３匹の竜は、どれも、首が１８本あり、性別はオスだった。竜のペニスは、普段、しまわれており、使う時だけ飛び出す仕組みになっている。山田は、３匹の竜と、同時に性行為をした。４人が、部屋から出てきて、海の上に浮いている、絨毯の上に乗ると、海の上を歩いている、老人は、山田に言った「これを受け取れ。」彼は、自分の髪の毛を、３本抜いて、山田に渡した。山田はそれを受け取った。彼は説明を続けた。「それは髪の毛だが、それの事を、草の根だと言うと、髪の毛は首に変化する。有効活用しなさい。」山田「どう有効活用するんですか？」老人「その生首は、自分の首が切断された時や、他人の首が切断された時に、すえかえる事が出来る。」山田「なる程。」ある日、悲しみのあまりに、インドの姫は、自害した。彼女は一回死んだ。山田は、彼女の首を切断してから、彼女は割腹自殺していたので、内臓を戻してから、腹部を縫い合わせた。そして、髪の毛から、生首を生やし、それを、インドの姫の首に癒着させた。すると、首は接合して、インドの姫は、フィエスチェンジして、復活した。山田は、インドの姫に、鏡を見せた。すると、インドの姫は、自害するのを、以降諦める様になった。山田は言った「息子、インドの姫と結婚するなら、今がチャンスだ。アポロンはこの結婚を祝福するだろう。」さて、息子が申し上げると、インドの姫は承諾して、二人は結婚した。終わり。
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山田がいた。山田は、金貨を大量に持っていた。山田は、自分の金貨を、大量に置いた、テーブルで、誰かと食事をとり、そして、刃物で、肉を、骨から、削ぎ落として食べるのが、趣味であった。山田はそうやって、誰かと肉料理を食べてから、酒を飲んでいた。

15～16世紀以降のロシアの君主をさす言葉。 日本では英語のczarにより，ツァーともいう。 ロシア語ではほかにバビロニア，ローマなどの古代国家や東方諸国の君主をさすのにも使われ，この場合にはヨーロッパ諸国の国王をさすコローリとほぼ同義である。…

綱:双子葉植物綱 Magnoliopsida亜綱:ビワモドキ亜綱 Dilleniidae目:アオイ目 Malvales科:シナノキ科 Tiliaceae属:シナノキ属 Tilia種:セイヨウシナノキ T. ×europaea　Tilia × europaea is a large deciduous tree up to 15–50 m (49–164 ft) tall with a trunk up to 2.5 m (8 ft) circumference.

山田は、畑を、耕しにでかけた。そして耕していると、疲れてきたので、フラフラしだした。山田は、馬を持ってきた。そして、馬で耕し始めた。馬は、疲れてきた。山田は、馬を、外してやった。しかし、疲労度マックスの、馬は、2つに裂けてしまった。すると、呪われた山田も、2つに裂けた。2つに裂けた、山田からは、桃が出てきて、2つに裂けた、馬からは、チーズが出てきた。馬の前半分は、家に戻った。後ろ半分は、労働を続けた。さて、桃が割れると、小さな山田が出てきた。小さな山田は、2つに裂けた山田の体を、糸で縫い合わせた。山田の身体は、左右半分に裂けていた。小さな山田は、馬の下半身を、上半身の元へと連れて行った。その間、大きな山田は、畑で寝ていた。大きな山田は目覚めて、チーズを食べた。それから、桃を食べてから、畑にゲロを吐いた。それから、また寝た。小さな山田は、馬を縫い合わせたあと、山田のゲロ跡に、柳の苗木を植えた。それから、山田の口へと飛び込んだ。柳は、てん　まで　届く程成長した。山田は目覚めてから、登っていった。すると、男がいて、他の人々と、カルタをして遊んでいた。山田は、カルタ遊びに参加して、一緒にやった。しかし、勝負に負けた。男は、柳の木を握った。すると、柳の木は枯れた。そして倒れた。男は言った「これで帰れまい。」ある男は、山田を、じぶんの仕事場に連れていき、カラス麦の、実を払わせた。山田は、休憩時間に入ると、カラス麦を結わえて、なわを作った。そして、縄の先を、輪っかにした。そして、落下した。山田は、馬を探した。落下しながら。馬を見つけると、馬に輪っかを投げた。馬の首にかかった。すると、馬は、宙に浮かび、山田は、宙に浮かんだ、馬から、縄を使い、ぶら下がった状態になった。馬は、ゆっくりと、落下していき、山田もそれに従って、ゆっくりと降下していった。山田は、ふわりと、地面に着地した。しかし、土は非常に、やわらかくなっており、山田の足は、ズブズブ、地面に沈んでいった。山田は、畑に沈没した。しかし、山田の家に置いてあった、棺桶から、小さな山田が、飛び出てきて、小さな山田は、あなを掘って、ちかつうろを作った。地下通路は、えだわかれしており、各々の部屋には、扉と鍵がかかっていた。小さな山田は、さいしんぶへ行った。最深部には、山田が入っている。小さな山田は、かぎを体内から、はきだした。そして、その鍵と、自分自身を、鍵穴にねじ込んで、回転させると、かちゃり　ト　音がして、鍵が開いた。すると、中から、山田が出てきて、小さな山田を、口に放り込んで、鍵は、自分の爪にしまった。山田の爪の一本は、長くなった。山田が足元を見ると、地下水脈が流れていた。山田は、その流れに、身を任せた。すると、広い谷に出た。羊飼いがいた。羊飼いは、羊を沢山連れていた。山田は言った「甜そう。」羊飼いは答えた「あなたは、何か勘違いしている様ですね。私は、ただの羊飼いではありません。王の父です。」山田は言った「王、羊を一匹下さい。」王「羊が一匹。」王は、羊を、100匹まで、数えて、山田に渡した。山田は羊を、つれて、山に登っていき、山小屋を作った。そして、夏は、そこで過ごし、冬は、山の麓に、小屋を建てて、そこで過ごした。終わり。
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山田がいた。山田には、兄弟と、父親がいた。父親はある日、山田に、雄猫と、タール焼きのかま　を　残して、死んだ。さて、山田は、タール焼きの窯で眠った。腹が空いてきた。山田の手元には、猫がいた。山田は言った「ネズミを捕まえてこい。」すると猫は、ソーセージを持ってきた。山田は言った「なんだ。すごく優秀な猫じゃないか。」しばらくすると、猫は言った「山田、夫はいかがですか。」山田「そうだな。暇だし夫でも探すか。何か宛でもあるのか。」猫「あなたは、概ね全て駄目ですが、」山田「いきなり何を言う。」猫「服がまず駄目です。ちゃんとした服を着ましょうか。」山田「買わなきゃいけないけど、金がないな。」猫「いいえ。私が作ります。」山田「頼んだ。」猫は、服屋に行った。そして、服屋の捨ててある、クズを集めて、ソレを縫い合わせて、服にした。そして、靴屋に行き、靴屋の、切れ端、紐を集めて、それを縫い合わせて、靴を作った。猫は、山田に正装させた。猫は言った「黙っていて下さい。あなたが他人と喋る時は。」山田「了解。」「それと、他人と喋る時は、上や下を見ないで、前を向いて下さい。」山田「了解。猫以外と喋る時はそうする。」「では参りましょうか。」猫は、ある男の元に、山田を連れて行った。猫は言った「この人は山田です。財産を沢山持っています。」男「そうか。」山田「。。。」猫「あなたと結婚したいそうです。」男「いいけど、君は何故さっきから、喋んないんだい。」猫「主人は、照れ屋なんです。主人の屋敷に、今から案内します。」猫は、山田と男に、屋敷までの地図を渡した。それから先回りした。山田が行くと、牛飼いがいた。牛飼いは言った「この牛は、山田のものです。」山田は喋るのを我慢した。男は言った「随分沢山牛を飼っているんだね。」山田は頷いた。馬かいがいた。馬かいは、山田と男を見ると言った「この馬は、山田のです。」男「山田　様　とは　言わないんだね。」山田は頷いた。さて、山田はそのまま、地図通りに進んでいった。猫は、竜をだまし、菩提樹の内部に封じた。山田たちは、竜の城についた。そして、そのまま暮らし始めた。猫は戻ってきた。ある日、山田が散歩していると、菩提樹から、声がした。山田が近寄ると、竜の声が聞こえた。竜は言った「助けてくれ。助けてくれたら、お礼を渡すから。」山田は、猫が塞いだ出口を見つけたが、そこは、そのままにしておいた。それから、木に登っていった。すると、木のてっぺんに、穴があった。その小さな穴から、山田は下に降りていった。そしたら、最深部に、竜がいた。山田は言った「あなたを外に出す事は、出来ない。餌なら持ってきてやる。」竜は、山田を食べてしまった。山田は、体内で復活して、竜の心臓を食べてから、竜の鼻孔から出てきた。竜は言った「お前、なんかしたな?」山田「流石竜。心臓が無くても、生きてられるとは。」竜「心臓をどうしたんだ?」山田「食べた。」竜「心臓程度、再生可能だ。但し、餌が無ければならない。」山田「どうして欲しい?」竜「餌をくれ、、、」山田は、竜が弱るのを待ってから、外に出た。それから、猫が作った、蓋をこじ開けて、竜に出口を作った。竜は喜んで出てきた。山田は、竜の鼻孔に飛び込んだ。そして、体内に入った。山田は体内から言った「もし、私の言う事きかなければ、あなたの体内、めちゃくちゃにするから。」竜「要件はなんだ。」竜は、体内から、山田を出そうと、クシャミをした。すると、猫が気づいて、こっちに来た。竜は、猫から逃げ出した。竜は、猫に追われて、どんどん逃げていった。途中で猫は、引き返した。竜は、飛べなくなっていた。山田は言った「猫に復讐しないで、城と、土地を、放棄して欲しい。」竜は言った「断る。」山田「なら、このまま殺す。」竜「貴様なんぞ、万全であれば、すぐ体内から、追い出せる。」山田は、竜の臓器を、次々に破壊していった。竜は、餌を取って、傷を癒やそうとしたが、弱りすぎて、困難だった。山田は言った「約束してくれ。」竜は、たまりかねて、約束した。山田は、破壊活動を辞めた。竜は、餌を取り、臓器を回復していった。山田は言った「竜、飛んでくれ。何処か遠くへ行こう。」竜は、山田の言う事を聞き、飛び立った。そして、遠くへ去っていった。終わり。

６２８
夫婦がいた。この夫婦には、子供が二人いて、最初に生まれた子供を、夫が受け取り、次に生まれた子供を、母親が引き取っていた。二人は、各々の子供を、共有財産にしないで、各々を自分の子供と定めていた。夫の子供の方の名前を、山田と言った。母親の子供の名前は、安田と言った。右に家があった。夜になると、山田は、右の家に、糸を紬にいった。安田は、左の家に、糸を紬にいったが、山田の仕事場が、隣の家なのに対し、安田の仕事場は、２軒置いた先の家だった。安田は、仕事場が遠い事に関し、文句を言っていたが、改善はされなかった。安田は、仕事をサボって、遊びにでかけた。安田には、男友達が多かった。さて、山田が、仕事を終えて、家に戻ってくると、安田がいた。安田は、山田に言った「山田、糸を分けてくれ。」山田は、仕方ないので、糸を分けてやった。二人は、各々の親に、糸を見せた。山田は、自分が織った糸を、半分に分けて、半分、安田に渡していた。しかし、山田は、下手くそだった。山田の量は少なかった。最初から、それを、半分に分けたものだから、ごく少量しかなかった。父親は、山田に言った「随分少ないな。」山田は、全部話した。父親は答えた「これからは、一切、安田にあげてはいけない。」山田「わかりました。」一方で、安田は、母親にこう説明した、「私は、もっと織ったんだが、山田が、織ってなかったので、山田にかなりあげてしまった。私は優しいからね。」母親は答えた「それは、山田が悪い。」母親は、山田を呼び出して、山田の尻を、ホーキで叩いた。それから、肩を、ホーキで叩いた。母親は言った「これは禅の修行だっ！」ビシッ！バシッ！　さて、山田は、反省した。反省して、安田には、糸は渡さない事にした。しかし、安田は、山田をある日殴り飛ばして、糸を強奪してしまった。山田は、父親にありのままに説明した。そしたら、父親は怒った。彼は、安田を呼び出した。安田は呼び出しに応じないで、糸を、母親に渡した。そして言った「あなたの夫が、私を呼んでいる。きっと、山田に、何か悪い告げ口をされたんだ。」母親は答えた「どんな？」安田「それはよくわからないけど。」母親「私も一緒に行く事にします。」さて、父親は、二人に、山田から聞いた情報を話した。母親は言った「それは、安田が悪い。」彼女は、安田を棒でうちすえた。安田は言った「山田の言った事を鵜呑みにするのですか？　山田は嘘つきです！」父親「本当なのか？」安田「山田なんか、えーっと、脚のつま先から、頭のてっぺんまで、ペテンでできています。」父親「どっちにしろ、お前たちは、糸を織る量が少ない。」そんな彼は、二人目の妻を作った。彼女は、自分の娘を連れてきていた。彼女はある日、夫の元々の妻・・・名前は、真田であったが、真田を殺し、そして、山田と安田の事も、殺そうとした。父親は戦ったが、殴られて負けた。３人は逃走した。３人は馬で走った。安田は、道中、神に祈っていた。山田は、神に祈ってなかった。泉があった。泉は、山田と安田に頼んだ。「私を掃除シて下さい。かわいい子よ。」山田と安田は、それに応じた。梨の木があった。彼も、同じ事を頼んだ。山田は掃除しなかった。当初は。安田は掃除した。神は、山田に命じた。「山田、掃除しなさい。」山田は、神の命令に従って、梨の木を掃除した。一匹の犬が、腹を空かせて倒れていた。犬は言った「助けてくれ。」山田は、犬にパンを与えて、そして、安田は、犬の傷口に、タールを塗った。３人は進んだ。３人は、薪を割った、それから、火を起こした。父親は言った「私は、薪を割る。あなたたちは、小枝を集めて、火をつけておきなさい。」さて、二人は、火をつけた。父親が戻ってきた。彼は、薪をくべた。それから言った「ベーコンとパンを持ってきたので、食事を開始していなさい。私の分も残しておきなさい。」さて、二人は食事を始めた。父親の分も残しておいた。父親は、薪を割って戻ってきた。そして、火にくべた。それから、残してあった、パンとベーコンを食べた。父親は言った「連れてきたおんどりを、かまどのふちに、おいておきなさい。」山田はそうした。山田は尋ねた「なぜかまどのふちに、おくんですか？」さて、安田は、神に祈った。父親も、神に祈った。山田は、他の二人がやっているので、仕方ないので、祈っておいた。さて、翌日３人は、小屋を作っていた。すると、しゃれた帽子をかぶった男が、一人現れた。男は言った「さあお嬢さんがた、私と踊って下さい。」山田は答えた「私は踊りが下手です。」安田は答えた「私は上手だけど、服が汚いから踊りたくない。」男「服の心配はいらない。」男は、キレイな服を持ってきた。そして、二人に着せた。安田は言った「あと、馬車を持ってきてくれない？」男は馬車を持ってきた。さて、安田は更に言った「お金も欲しい。」さて、男は、金も持ってきた。そして、準備は整った。男は言った「これでいいだろう？」安田「ええ。いいわ。」山田「大変でしたね、あなたは随分金持ちの様ですが・・・」その時、おんどりが、ケッケッケー、と　鳴いた。すると、男は、溶けてしまった。山田は言った「これは一体、どういう事？」安田「おんどりの声で、溶けてなくなるって事は、彼は悪魔だったんだろうさ。」父親「そうだな、財産は受け取っておくか。」３人は、馬車で移動しだした。すると、犬が来た。犬は言った「主人、私に道案内させて下さい。私は、命を救われた犬です。あとパン下さい。」山田は、犬にパンとベーコンをくれてやった。犬は言った「ベーコンまで。感激です。すごく張り切ります。」さて、父親は、犬についていった。ある時、安田がいった、「腹減ったなぁ。」山田「私もそうおもっていた。」そしたら、ナシの木があった。ナシの木は言った「さぁ、助けに来ました。私から実を取って食べなさい。」３人は、ナシの木から、実をとって食べた。お腹一杯になった。犬は、森の外に、３人を連れ出した。そこには、誰もいなかったが、平原が広がっていた。そして、平原には、一軒の家が建ててあった。そして、隣には、小屋があって、小屋の中には、羊が沢山いた。３人は、そこで暮らす事になった。ある時、犬が言った「そろそろ、村に戻りましょう。」さて、３人は承知した。そして、犬に連れられて、村に戻った。村に戻ったら、夫の二番目の妻と、その娘は、いなくなっていた。３人は村に戻る事に成功した。終わり。
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山田がいた。山田は、川を見ていて思いついた。彼女は、両親に頼んだ。「魚が食べたい。舟を作ってくれ。」山田は、舟を与えると、魚をとってくるようになった。両親は、魚を食べると感激した。山田の弁当は、山田の母親が作っていた。山田は、弁当を食べて、魚をとってくる。それが続いていた。魔女がいた。魔女は、山田を妨害した。つまり、舟が、壊れた。山田はそれを修理した。魔女は、家族に呪いをかけた。戸口に、紐がかけてあった。山田は、それにつまづいた。紐は切れた。畑の穂が、めちゃくちゃにからんでいた。山田は、それを解いた。しかし、畑あるだけ、まだマシである。小麦粉が、めちゃくちゃに撒き散らしてあった。山田は、小麦粉を回収した。家の角に、血が塗りつけてあった。山田は、血で絵をかいた。魔女は、船で出ている山田に、声をかけた。「山田帰ってこい。私は母親だ。」山田は戻ってきた。魔女は、山田を川に沈めた。山田は、下流に泳いでいった。そして、川から浮上した。魔女は追いついた。山田と魔女は戦った。魔女は、山田の顔を、右から左へと殴って、山田はその方向に飛んだ。そして、川に落ちた。魔女は、その隙きに、鍛冶屋にいって、鍛冶屋に頼んだ「金は払う。私の腕を強化して、パンチ力を増強させろ。」鍛冶屋はそうした。さて、魔女が、川に戻ると、山田は、魚をとっていた。魔女は、山田を捕縛して、鉄の箱にいれた。そして、家に持って帰った。さて、魔女は、山田を、鍋の中に放り込んだ。山田は茹で上がった。茹で山田が出来たので、魔女は、娘を呼んだ。娘の名前は、ワンワンヘレンだった。魔女は言った「娘、この料理を解体しなさい。」山田は、まだ生きており、魔女がいなくなると、娘を突き飛ばして、逃げ出した。突き飛ばされた娘は、かまどにすっぽりハマった。彼女は、首を、かまどから引き抜いてから、叫んだ、「母さん、山田が逃げるぞっ！」さて、外には、魔女の友達がいた。魔女の友達は、山田を捕まえようとした。山田は、逃げて、木の上に登った。魔女も娘もやってきた。彼女らは、チョップで、木を割ろうとした。しかし駄目だった。魔女は、鍛冶屋へ行き、木を齧る為の、入れ歯を作って貰った。そして、その入れ歯を嵌めた。そして、木の幹をかじりだした。すると、木の幹は削れていった。人々は、ベッドを出してきて、高みの見物を始めた。魔女は言った「私一人に働かすんじゃないよ。」さて、人々は、鍛冶屋に金をはらって、それは魔女の金だった、をはらい、入れ歯を作って貰った。それで、木の幹をかじりだした。すると、木はどんどん削れていった。雁が飛んでいた。山田は雁に頼んだ。「乗せてくれ。」雁たちは答えた「断る。だが、うしろの雁に、頼んでみろ。その時、食事を提供する約束をするのを忘れるな。」山田は、次の雁の群れに頼んだ「乗せてくれ。食料を出すから。」その雁の群れは答えた「断る。食料だけじゃ足りない。次の雁に、水までつけて、一生面倒を見ると言って頼んでみろ。」山田は、見ていた。すると、一匹の、遅れた雁が来た。山田は、その雁に言った「頼むから、助けてくれ。食事と水を用意してやる。一生面倒を見る。」雁は、山田を乗せてくれた。しかし、弱っている雁なので、低空で遅く、落ちそうだった。山田は言った「頑張ってくれ。もし、どうしても駄目なら、川で下ろしてくれ。」雁「食料の為に頑張るよ。」山田「考えてみれば、木の上に降ろしてくれればいいんだ、」雁は、次の木で、山田を下ろした。二人は交渉を始めた。山田は言った「この手紙を、私の家に持っていって、母親か父親に、渡してくれ、そして、餌を貰うんだ。精力をつけたら戻ってきてくれ。」山田は、こういう手紙を出した「この雁は、私の友達だ、食料を渡して欲しい。そして、休ませて欲しい。私はあなたたちの娘、山田だ。」さて、雁は、手紙を持って飛んでいった。そして、山田の実家にたどり着いた。そこでは、母親がパイを焼いていた。雁は降り立って、手紙を落とした。「山田からの手紙だ。」母親は、手紙を手にとって読んだ。すると、山田からの手紙だと書いてあった。母親は、書いてある様に、雁にパイを渡し、雁が、水を要求するので、水を渡し、そして、ベッドを要求するので、ベッド
で寝かせた。雁は元気になった。一方山田は、糞尿をばらまいて、魔女と魔女の友達を、退けていたが、限界が近づいていた。魔女は言った「汚らしい、インモラルな山田！　撮影しようぜ！」そうやって、山田の糞尿攻撃を、やめさせようとした。「へっへっへ、お前の動画なんて、動画サイトで拡散してやんかんな！」これが魔女の魔法である。山田は仕方ないので、ツバ攻撃に切り替えた。魔女は言った「お前の動画なんか、拡散してやるかんな！」同じ扱いだった。魔女たちは、ツバや、糞尿に弱かった。さて、山田が、インモラルな行為を撮影されて、拡散されていると、やっと、雁が戻ってきた。雁は、山田を乗せて、飛び立った。そして、山田の家の、中庭に降り立った。山田はパイを焼いて、雁に与えた。アップルパイとミートパイの、主に二種類あった。つまり、果物のパイと、肉のパイの2種類。雁は、お礼を言って、家にいついた。さて、家に、魔女と友達が、やってきた。山田の両親は、扉を締めて、家に立てこもった。魔女の友達たちは、上に上がって来ようとした。山田たちは、銃で応戦した。最終的に、魔女と魔女の友達と、魔女の娘を、退ける事に成功した。しかし、戦いは幾度と無く繰り返され、最終的に、雁に、他の雁を呼んで貰い、別の土地に、引き上げて行った。雁は山田に、ある日言った「糞尿攻撃の山田の、作ったパイを食べる行為を、私は受領する。」山田「なぜ文句があるのかな。」雁「文句は無い。ただ山田を虐めているだけだ。」山田「嫌な恩人だ。他に投げつけるものが無かったんだよ。」しかし、魔女が、友達と娘を引き連れてやってきた。山田たちは、生涯逃亡生活を送る嵌めになった。


６２７
あるところに、山田と山田の夫がいた。山田たちは、子供を作った。３人子供が生まれた。最終的には。山田は言った「まだまだまだまだぁ！」しかし、３人で打ち止めだった。夫は言った「これ以上は養えない。」山田「そっか。なら仕方がない。」さて、この父親は、息子たちに言った「銀の弓を取れ、そして、弓を放ち、その弓の落ちた所で、妻を探すがよい。」さて、山田の息子たちは、弓を放った。そして、一番最初に生まれた息子は、弓を放った場所へワープした、そして、それは、誰もまだ拾って無かった。彼は、弓が落下した場所を中心として、妻を探し回った。すると見つかった。彼は、弓の近くに一番いた女性が、あなただから、私と結婚して下さいと頼んだ。女性は応じた。さて、山田は言った「私もやる。」夫「へ？」山田「２番目の夫作る。」山田も弓を飛ばした。夫「何が問題だったんだろうなぁ・・・。」山田「息子たちだけずるい。」その時、二番目の息子は、ある家にたずねていって、そこで、弓は拾われていたので、彼は、そこで婿となった。３番目の息子も、山田と同時に弓を放った。二人の　や　は　遠くに飛んでいった。そして、沼に落ちた。それを拾ったのは、カエルだった。二人は、沼に移動した。カエルが　や　を　持っていた。そのカエルはいった「２本　や　が　きましたが、あなたたちは、結婚相手を探しているはずですね、片方は、私の父に渡します。」彼女は、山田の　や　を　自分の父親に渡した。山田は、父親カエルについて、沼の底に沈んでいった。そして、沼の底には、宮殿があった。二人は、宮殿に入った。父親カエルは山田に言った「布をおって　みなさい。」山田は、布をおるからといって、鍵つきの、個室を用意してもらって、その中に入った。それから、ワープして、外に出てから、機織り屋へいった。そして、金をはらって、布をおってもらった。それから、ワープして、鍵付きの個室へ戻った。それから、部屋から出て、布をカエルに渡した。カエルは満足した。カエルは言った「競争相手が欲しいな。私には、妻がいる。私の妻と競争しなさい。次のお題はパンだ。」山田は、鍵付きの個室に戻った。それから、ワープして、外に出てから、パン屋を探した。そして、そのパン屋に、パンを焼いて貰った。一回目のパンを、カエルに献上した。妻は、それを見て、自分でも作れると言って、パンを作った。同じ出来のパンだった。山田は、めっちゃ沢山、いろんな種類のパンを焼いてくると言って、鍵付きの個室にこもった。それから、ワープして、地上に出て、色々なパン屋に、パンを焼かせて回った。それから、それらを持って、個室にワープして戻ってから、個室から出てきた、そして、カエルに献上した。カエルは答えた「ふむ。中には特別美味しいパンもある、なんにせよ、多くて食べきれないが、どれも標準以上の美味しさだ。これでいいや。」妻は言った「私だって、焼けます！」妻も、パン工房にこもって、焼き続けた。山田は、焼かせ続けた。カエルはついにいった「パンは食べあきた。もういい。」二人は、パンを作るのをやめた。パンくいてえ。そのあと、カエルは、ダンス大会を催した。山田は、ダンス出来なかった。彼女は、カエルに言った「私はダンス出来ません。」カエルは答えた「私はめっちゃ得意だぞ。」カエルの妻も答えた「私も得意です。この勝負は、私の勝ちだな。」山田「まだまだまだまだぁ！」山田は諦めなかった。ダンス大会の時に、二人のカエルは、皮を脱ぎ捨てて、人間モードになっていた。山田は、ダンスの名手を連れてきて、まず、ダンスの名手と踊った。ダンスの名手は、食べ物を放り投げた。すると、外で、雷が光り、雷が鳴った。そして、雨がフリ始めた。それから、落ちた食べ物は、花園に変わり、花園のそばには、猫がいて、柱に登ったり、降りてきて、言葉を喋ったりした。さて、二人のカエルは、人間モードで、ダンスを踊った。それから、夫のカエルは、山田とも踊った。夫は、棒立ちになっている山田を、振り回しながら踊った。山田は言った「私の事は、この人だと考えて下さい。」彼女は、自分が連れてきた、ダンスの名手を指し示した。カエルは、彼女とも踊った。その踊りは実に良かった。どのくらいよいかというと、花園の中に、川が流れ始める程良かった。カエルは言った「旅行に行きましょう。山田さん。」彼は、山田に自分を連れさせて、旅行にでかけた。山田は歩いた。すると、一人の人に出会った。カエルは、その人に尋ねた「我々は、今から、骨足の、ババ・ヤーガのところに行くのですが、何処に行けばいいですか。」その人は答えた「３０番目のツァーの国、３０番目の他所の国だな。」カエル「それは知っています。どうか、もっと詳細な情報を教えて下さい。」山田「もし教えてくれたら、布とパンを差し上げます。１００個ぐらい。」「では、この糸玉を渡そう。この糸玉を転がして、それについていきなさい。」山田は、１００個のパンと、１００着の布を、彼に渡した。山田は、カエルに尋ねた「骨足の、ババ・ヤーガって、一体誰ですか？」カエル「私も、名前ぐらいしか知らないが、何やら有名人らしい。会ってみよう。」山田「はぁ。」カエル「さぁ、早速糸玉を、投げるのじゃ。」山田は、糸玉を転がしてみた。そして、それについていった。さて、熊が出た。熊は、山田に襲いかかってきた。山田は、熊に頼んだ。「私は食べても美味しくありません。カエルの方が美味しいです。」カエル「なんて酷い事を言うんだ貴様は、山田、見損なったぞ！？」熊「お前の方が美味しそうだ。」山田「ではこうしましょう。パンを持ってきます。パンを食べて下さい。そして、私の下僕になりなさい。」山田は、熊に毒入りのパンを差し出して、熊を殺害しようとした。熊は、熱を出して苦しんで、そのあげく、記憶が錯乱して、山田の下僕になってしまった。山田はソレ以来、弓を持ち歩いた。すると、鷹が出てきた。鷹は山田に襲いかかってきて、山田は鷹の翼を射抜いた。そして、鷹を下僕にした。４人が海に行くと、かます　が　落ちていた。かます　は　干からびて、死にかけだった。山田は、かますを、海に戻してやった。かますは言った「ありがとうございます、いつかお礼をします。」そして、カマスは、泳いで去っていった。さて、進んでいくと、鶏の脚で、立っている家があった。脚は一本だった。残りの支柱は、よし　の　棒だった。熊は言った「あれが、ババ・ヤーガの家だ。」山田とカエルは、家に入った。入ると、骨脚のババ・ヤーガが、ストーブの上に座り、煙突に、頭をもたれかけさせていた。カエルは言った「握手して下さい。」ババ・ヤーガは承知した。カエルは、ババ・ヤーガの、手の平に乗った。カエルは言った「あなたは、私の娘と知り合いなはずです。あなたは、誰か他の女性と、親交がありますね？　それは私の娘のはずです。」ババ・ヤーガは答えた「そうだな、確かに、時々来て、頭のしらみをとってくれる、娘がいる。」山田「もしかして、それは・・・あのカエルですか？」カエル「私の娘のカエルだ。」山田「最初私が見たカエルですね。」ババ・ヤーガ「その娘なら、私の弟が、雇っている、海の向こうに島があって、そこで働いているはずだ。」さて、二人は、そこに行こうとした、熊がいった、「海の向こうなら、カマスに聞けばわかるだろうさ。」二人は、海に行くと、カマスを呼んだ。カマスは出てきた。カマスは、橋を作った。その橋は、金で出来ていた。カマスは、ババ・ヤーガの弟の、家のある島へ、橋を渡していた。二人は、橋を渡って、島についた。島には、深い森があった。山田は、森を彷徨った。しかし、いくら入ろうとしても、すぐ外に出てしまう。浜辺へ。鷹が言った「道案内してしんぜよう。」さて、山田たちは、鷹についていった。熊は言った「鷹、そうじゃない、私の方が正しい判断が出来る。」鷹は、翼を一度撃ち抜かれた事を、恨みに思っており、山田たちを、崖からつき落とそうとしていた。熊は、完全に洗脳されていた。熊は、ちゃんとした道を案内した。山田は、鷹に命じて、何か食べ物を取ってこさせようとしたが、逃げてしまった。山田は仕方ないので、魔物を呼び寄せてから、夜の間に、魔物がりをして、魔物の肉を食べた。さて、鷹は、山田とカエルが、魔物肉を食べているのを見ていた。鷹の翼を射抜いたのは、山田だったが、鷹の治癒を行ったのも、山田だった。鷹は、恩義を思い出してから、ウサギをとって、山田の元に戻った。それから、去っていった。山田は、鷹を無理やり拘束した。それから言った「あなたは、永久に、私に餌持って来なければなりません。」鷹「こんちくしょう。やっぱ逃げればよかったぜ。」山田「パンあげるからさ。」山田は、鷹にパンをあげた。鷹は、パンもらえるなら、まあいいかと、考え直した。その後、熊は、森の中を進んでいき、宮殿へたどり着く前に、熊は言った「木を切り倒さない事には、方向感覚がつかめません。いいでしょうか？」山田「いいよ。」熊は、木を切り倒して、道を作った。そして、山田は、その道に従って、宮殿へと進んだ。宮殿は、森の最深部の、山際に存在した。むしろ、山の頂上に存在した。さて、そこには、竜が住んでいた。山田は、竜に会いにいった。山田は言った「竜、なんというか・・・おはようございます。」竜「おはよう。」竜は、山田に鼻息を吹きかけた。竜は言った「お前は誰だ。」山田「山田です。えーっと・・・誰かを探しているかといえば、カエルの娘を探しています。」竜「カエルの娘なら、私の家で、あまいとを、選り分けているぞ。会いたいなら、理由を言うんだな。」カエル「私の娘が、どうも、家出したらしいんだ。連れ戻しに来た。」竜「彼女は確かに家出した。今、私の妻をやっている。どうしても連れ帰るなら、私に子供が３人出来るまで待て。」山田「私もあなたの妻になります。」竜「なる程。子供の出来る速度を早める作戦か、いいだろう。」さて、金の部屋があって、そこに、カエルの娘はいた。山田は、カエルを、銀の部屋にいれた。そして、竜の妻になって、一生そこで過ごした。終わり。


６２４
山田は旅行中に、羊の群れを見つけた。その羊群れは、かわれていた。羊飼いに。山田は、よだれを覚えた。しかし、どうしようもなかった。山田は、羊が食べたくて仕方なかった。羊飼いは、山田を警戒していた。山田が、羊を食べたがっていると、それを見抜いた、一人の男がやってきて、彼女に言った「ついてきたら、もっといいものをやろう。」山田はついていった。彼は、山田の、石造りの、騎士の像を見せた。山田は答えた「こんなものはいらないです。」男は答えた「やらんぞ。報酬はまだ先だ。この騎士の像の意味は、こうだ、この先に、洞穴があって、そこに、一団の、騎士の群れが眠っている。」山田「そうですか、死者は食えないから嫌いです。」「私は羊飼いだった。」山田「それは興味深い。」「私が羊を飼育していると、これらの騎士を見かけた。あちらの方だ。ついて来なさい。」山田「その前に、何か食べ物を下さい。」男「仕方ないのう。」彼は、山田に食べ物を渡した。山田はそれを貪った。さて、二人は、屋外に出て、移動を始めた。二人は、山を登っていった。岩がごろごろしていた。それから、山を越えて、谷に降りていった、風が強かった。男は、谷底を流れる、川に対し、大声を出した。山田は言った「どうかしたのですか？」男「こだまが帰ってくるだろう。」山田「そうですね。」さて、二人は、谷底まで降りた。男は、山に向かって叫んだ。すると、パイプオルガンの音が、聞こえてきた。山田は言った「こんなところで、演奏しているものが、あるというんですか。」男「そうらしいな。以前もそうだった。」山田「そうなんですか。」男「私がまだ少年の頃だった。では、行ってみるか。」山田「はい。」男と山田が、演奏が聴こえる方角へ行くと、教会があった。中には、誰もいなかったが、鍵盤は、自動的に動いて、演奏を行っていた。男は言った「外に出てみよう。」彼は、山田を、屋外へ連れ出してから、山の方に連れて行った。教会の裏にある山に。そしたら、山が割れて、中から、一人の騎士が現れた。騎士は言った「いままで眠っていたんだ。」男は答えた「以前会いましたね。」騎士は答えた「あの時の少年か。」男は言った「そうです。」騎士は言った「そうか、覚えているか、」騎士は、山田を見た「我々は騎士で、かつて、祖国を守る為に、戦ったものだ。」山田「そうなんですか。」この国どの国なんだろうね。異世界だな。騎士「我々は、今後もずっと、眠り続けるかも知れない。たとえば、人々のみんなが、心正しくなるまで。」山田「なる程。」「全ての人間が、信仰と知恵に満ちた時には、少年が現れて、我々を、目覚めさせるであろう。」山田「はぁあああ！！」山田は、目覚めさせようとした。無理だった。騎士「何しているんだね。」山田「何でもないです。」男は言った「騎士たちよ、長き眠りから目覚めよ。立ちて再び人間の中にもどれ。人間は、心正しく健康になった。あと賢明になった。」山田「・・・」「健康も大事じゃ。さて、その信仰は、今や厚く、悪の侵攻に、耐えられない。いや、悪の支配に、耐えられない。目覚めよ、天の翼を持つ、騎士たちよ。」騎士「大体そんな感じだな。さて、そういう話を聞くと我々は、それを信じて、出て行くだろう。その時、馬を連れて、剣を手にして、風のごとく進むであろう。それは、雷雲のとどろきの如く、木立も、草の様に、ひづめの下になびくであろう。」山田「木々の上を歩いているんですか？」騎士「そうなるだろう。巨塊なす岩は、さざれの様に、急な坂道を転がり、川と湖水は、岸に溢れ、濃霧が、大地を覆い尽くすであろう。」山田「わお。」逃げる準備が必要である。山田は言った「今は困ります」騎士「誰が今だと言った。かなりあとの世界の話だ。人々が正義に目覚めなければならないからな。」山田「はぁ。」「そして、その時には、雷鳴がとどろき、稲妻は、サタンと戦う、大天使の剣の如くに、切結ぶであろう。そして、突如、雷鳴が静まり、恐怖は、安らぎに、席を譲り、やすらぎが、至るところに、満ち溢れるであろう。川と湖水は、荒波をおさえ、霧は露に変わって、ハナ　ニ　キギ　ニ　クサ　ニ　タマ　ト　キラメク　ダロウ。タイヨウ　ワ　カガヤキ　ヲ　トリモドシ、ニンゲン　ワ　クツジョク　ノ　クビキ　ヲ　トカレテ、ショウリノ　キセキ　ニ　シャスル　デ　アロウ。」ヤマダ「ハァ」キシ　ワ　フタリ　ニ　イッタ「エーット、オンナノホウワ、ダメソウダナ、オマエワドウダ？」オトコ　ワ　コタエタ「オボエテラレマス」キシ　ワ　イッタ「オマエガ、スベテ　ツゲレルヨウニ、スベテヲ、ミセテヤロウ」ヤマダワイッタ「ワタシモイキマス」キシ　ワ　コタエタ「マアイイヤ。ベツニ」キシ　ワ　フタリ　ヲ　アカルク　ヒ　ガ　トモル　ドウクツ　エト　ツレテ　イッタ。とてつもなく、広い洞窟だった。日本列島が、すっぽり入るぐらいの深さだった。そんな馬鹿な。流石にそれは無いと思う。１０ｋｍくらいの深さだった。広さも、１０ｋｍくらいだった。壁や天井には、植物を思わせる造形のものが、飾られていた。トルコ百合や、シダに似ていた。地面からは黄色がかった、柱が立っており、黄色い光を発していた。そして透明だった。騎士が、その柱に触れると、音が出た。音は、オルガンのような音だった。礼拝堂もいくつかあった。騎士は、一々礼拝堂に入った。そこには、金色の石で出来た、祭壇があった。石化した滝があった。青い湖水があった。青い池があった。墓もあった。山田は尋ねた「あなたの家ですか？　この洞窟は。」騎士は答えた「私達は、此処で眠っているのだ。」山田「なる程。」奥には、深くて巨大な広間があった。騎士は、歩みを止めた。そこには、金色の甲冑をまとった、騎士たちが並んでいた。山田は言った「凄いですね。これがあなたのお友達ですか。」騎士「そうだ。」騎士自身も、同じ外観であるが、他の騎士も、背中に翼が生えており、幅の広い剣を持っており、馬に乗っており、馬と自分の間には、動物の毛皮をかけていた。騎士は言った「私の使っている毛皮は、ライオンと、ひょう　と　虎のものだ。」山田「へー。」山田は口ではいわなかったが、殺された、ライオン、ひょう、虎　が　心配になった。馬の頭は、白い羽毛で飾られていた。馬の蹄にはめてある、靴は、金で出来ていた。騎士たちは言った。「動いていいですか?」騎士は答えた「まだだ。」すると、騎士たちは、石化した。騎士は二人に言った「見た事を、のべつたえるが良い。私もふたたび、眠りにつくであろう。人々に、この事を、伝えて回って欲しい。差し当たり、二人で競争すると良いだろう。」彼は、列に加わって、そのまま石化した。男は言った「私は以前も、この光景を目にした事があるんだ。」山田「そうだったんですか。」さて、山田は、石像のところに戻った。男は言った「この石像は、私が作らせたんだ。」山田「なる程。」男「練習してみようじゃないか。あの騎士に関して何か説明してみなさい。」山田「えーっと、黄金の兜で身を包んだ騎士たちが、洞窟の奥にいました。そして、その騎士たちは、普段石になって眠っていますが、人々が、この事をみんな知ったら、彼らは、元に戻ります。それと、騎士たちが目覚める時には、天変地異が起こりますが、そのあと、人々はやすらぎます。その騎士が目覚める時には、パイプオルガンが鳴ります。なぜ、あの時騎士が一時的に目覚めたかというと、私達を遣わす為です。こうやって、人々に語らせる為です。」男「駄目だな。足りない。でもあなたはあなたの出来る分をやりなさい。」山田「わかりました。チーズ下さい。」山田は、男からチーズを受け取った。終わり。

６２３
山田がいた。山田は歩いていた。山田は旅行していた。盗賊が現れた。盗賊の一人は、カワハギハンネスと言った。カワハギハンネスは、山田を捕まえてから言った「俺たちの気に入る説教をしてみろ、さもないと、ボコボコのギタギタの殺す。」山田はとうた「説教とは、どういうものですか？」カワハギハンネスは、答えた「仕方ない、私が例を見せてやろう。」彼は、皮をはがれるものの、守護者である、聖バルトロメウスの祈りを、静かに唱えた。それから言った「私達の一生は、キリストの一生だ。そして、お前の一生は・・・なんなんだろうな。誰だお前は？」山田「山田です。旅行中です。」山田は説明した。山田は狩人だった。山田は、ある山の動物を、狩り尽くしたので、他の山に移動している最中であった。「という訳です。」強盗「我々の場合、いづれ捕まって、十字架にかけられるから、キリストの一生なんだ。」山田「復活はしないんですか？」「あれは２回目の人生だ。」山田「なる程。」山田は、強盗に、持っていた肉を盗まれてから、解放された。終わり。

６２３
ある日山田は、畑を耕していた。すると、山田は、金貨の詰まった、ツボを発見した。土の中から。さて、山田には、ルームメートがいた。ルームメートは、なんでも他人に喋ってしまう人で、金貨の話なんかを、彼女にしてはいけない。山田は、彼女から、金貨を隠していたが、そしたら、バレてしまった。山田は、どうすればいいか、考えた。彼女は、ある旅館に、ルームメートを連れて行った。そして、旅館に泊まっている人、全員に、酒をおごった。それから、命じた「今すぐ、旅館から、帰って下さい。」すると、山田に、酒をおごられた人たちは、みんな、帰ってしまった。ルームメートは、他の人々に、山田の金貨のことを、話そうとおもっていたが、みんな消えてしまったので、山田にいった「みんな、何処にいったんだろうね。」山田は答えた。「なんか、王様が、彼らの豚を盗んだので、それを捕まえに行くらしいよ。」ルームメートは言った「なんて酷い王様だ、言いつけてやらないと！」山田「誰に？」ルームメート「みんなに。」さて、山田は、他にも工作を行った。他には、長持ちに、ウサギをいれて、厨房の屋根に、穴を空けて、そこから、殺した鳩の死体を吊るし、血を滴らせて、それから、木に、魚を吊るした。山田と、ルームメートは、家から帰ると、山田は、ルームメートに、朝食を作ってくれる様に頼んだ。ルームメートは、厨房へ行った。すると、鳩の血液が、屋根からしたたっていた。ルームメートは、山田に飛んでいった。それから言った「山田山田、ちょっと来てみて、屋根から、赤い雨が降っているよ。」山田「へー。そうなんだー。雨が降っているのなら、かっぱを出さないといけないね。」ルームメートは、長持ちに入れてある、かっぱを、とりだしにいった。そしたら、長持ちの中には、ウサギがいた。彼女は、山田のところに行って、山田に言った「山田山田、長持ちの中に、ウサギがいるよ。」山田は答えた「そのウサギを飼う事にしようよ。そして、ウサギには、リンゴとか、すももをあげるんだ。」言われると、ルームメートは、果樹園に行った。すると、木には、魚がぶら下がっていた。彼女は言った「山田、魚がぶらさがっているよ。木の上から。」山田は答えた「そっか、どれどれ。」彼女は、見に行った。そして言った「すごーい。」ルームメートは言った「これは報告しないといけない。」山田は言った「誰にさ。」ルームメート「私の友達に。」彼女は、隣の家に住んでいる、自分の友達に、これらのことを話して、最後に、山田が、金貨の入ったツボを、見つけた事を言った。その友達は、王に、その事を話した。王は、地主であった。なので、王は、山田に、言った「私の土地で見つかった、金貨は、私のものの筈だ。それを渡しなさい。」山田は答えた。「それは、嘘か勘違いです。私は、金貨など、見つけてはいません。」王は言った「そうか。では、証人を呼ぼう。」王は、証人として、友達を呼んだ。友達は、証人として、山田のルームメートを呼んだ。ルームメートは言った「はい、色々事件がありました、山田が、金貨を隠し持っているだけではなく、他にも、色々、たとえば、魚が、木からぶら下がっていたんです。あと、屋根から、赤い色の雨が、降ってきたんです。他にも、ウサギが、長持ちの中に、座っていたりしたんです。他にも、山田が、一番高い、杉の木から、バンジージャンプをかましたり、山田が、火の中で寝たりしました。」王は答えた「それらは全て、本当の話なのか？」ルームメート「もちろんです。」「どうやって証明する気だ？」「たとえばですが、山田を、火に放り込むとか。」山田「王、変な事しないで下さいね。死んじゃいますから。」王「そうだな、お前は、多分、嘘を話の中に、交えてしまう女なのだろう。金貨の事を証明したければ、金貨を今すぐ、持ってきなさい。」山田は、金貨を、森の中に埋めて、隠していた。ルームメートは、家の中を探したが、金貨は見つからなかった。戻ってきた。「おかしいなぁ。見間違いだったのかなぁ。そんな筈ないんだけど。そういえば王様、あなたは、豚を農家から、盗みましたよね。みんな怒ってましたよ。」彼女は、怒っていった。彼女も農家の人間であった。王は答えた「お前は一体何を言っているんだ？」彼は呆れた。彼は言った「山田。コイツは駄目だ。お前はルームメートらしいな。彼女の虚言には、お前もさぞ、困らされているのだろう。」ルームメート「ごまかさないで下さい王。みんな怒っていたんですから。なんなら、みんな呼び出しましょうか？」彼女は、証人を呼んだが、みんな酔っ払っていて、その時の事を、覚えてなかった。ルームメート「え？　なんで？」王は、ルームメートに、はりてをくらわせた。彼は言った「この傍迷惑な女め。どれだけ、虚言で、皆様に迷惑をかけているんだ。見てみろ、此処に召喚されたものの数を、私の権限で、呼び出してしまったんだぞ。それなのに、収穫は０だ。みんな、帰ってくれ。」彼は、金貨を、一人に一枚渡して、みんな帰した。ルームメートは、泣き出した。王は言った「駄目だコイツ・・・。」彼も去っていった。山田は、ルームメートに言った「帰ろうか。」ルームメート「なんで私、嘘つき呼ばわりされたの？」山田「これからは、私の秘密、暴露しないで頂戴。私が言われて嫌な事、他人に言わないで頂戴。」ルームメート「うん。」彼女はそれ以来、口は災いの元になる事もある事を、計算しながら、過ごす様になった。その為、急に喋らなくなる事が増えた。終わり。

６１９
一人の女がいた。名前は山田だった。山田は、馬を連れて、森を通りかかった。さて、馬を動かしているのは、御者だった。御者は、森を通る前に、「山田さん、森を通る前に、村で一泊しましょうや。」と　言った。山田は、それに従った。山田は、変態なので、彼と性行為したがった。彼女は、彼にそう提案してみたが、彼は答えた「いやいや、山田さん、梅毒を警戒しなければ、なりませんよ。私はしています。しません。慎重に、行わなければ。」しかし、その村は、地獄の使者の、巣窟と化していた。人々は、非常に恐ろしい風貌をしていたが、中でも目立ったのは、皆さん、首が８本ある部分である。御者は、感想を述べた「なんて事だ。しかし、森を通ると、もっと恐ろしい事になる気がする。」山田「私はこれでもいいです。」御者「さすが山田さん。なんでもいい人！」日は既に暮れていた。さて、山田は、その晩、その、恐ろしい風貌の人たちと、賭け事をして、負けて、証文を書かされた。血印した。山田は感想を述べた「別に血印じゃなくても、いいんじゃないの？」「我々の間では、血液で、その人個人を特定するのだ。」さて、翌日山田が、森を通っていると、悪魔が現れた。悪魔は、緑色の体表をしていた。車輪が、泥沼にハマって、困っていた山田であったが、悪魔に助けて貰った。悪魔とも、血印をした、証文は取られた。悪魔は去っていって、馬たちは、車を、走らせて、山田は、森から草原に出た。それから、家へと急いだ。ところで、山田が、証文に取られたのは、山田の子供であった。山田の子供は、一人だけだった。彼は、重複して、奪われていた。村民の証文でも、悪魔の証文でも、双方で、一人の息子が、指定されていた。さて、山田は初め、こう考えていた。悪魔との契約では、何を支払ったのか、山田はよくわかってなかった。それでは、村民との契約では、どうかというと、「山田が持っているもので、山田がまだ知らないもの」だった。しかし、山田には、当初から子供がいた。なので、子供が指定されているとは、思わなかった。山田は、子供を普通に育てた。山田は、悪魔が現れないので、村民にある日、会いにいった。そして、村民に尋ねた「賭けで、あなたたちが欲しいものって、一体何なんですか。」村民は答えた「あなたの息子だ。」さて、山田はそれを聞くと、急いで家に戻った。そして、二人目の子供を作った。山田は、夫の生殖器をしゃぶっていた。さて、山田はある日、子供に説明した。「私は、賭け事で負けて、あなたを、抵当に取られた。」息子は答えた「誰にですか？」山田「変な村の村民に。」さて、村民はある日、山田の息子を、引取に来た。山田は、こういう条件をつけた。「いいですが、私もついていきます。」息子「ほう。そう出るか。」山田が、村民と交渉していると、悪魔も現れた。悪魔は言った「おかしいな。その息子は、私の元に来る筈だが、仕方ない。その息子の魂だけ、こちらで引き受けるとしようか。」悪魔はそういうと、息子から、魂を取り出して、魂だけ持って、どっかに去っていった。そして、山田と、息子は、あの、首が８本ある人々の、村に行った。そしてそこで定着した。ある日息子は、悪魔に奪われた、魂を取り返す為に、悪魔を倒しに行きたいといった。彼は、村民と交渉した。村民はいった「我々のうち、２人が、監視役になる。それでもいいなら、旅行しても　よい。」さて、山田は、こんども、息子に、ついていく事にした。４人は、悪魔を滅ぼす準備をした。色々な、悪魔対策の道具を持った。そしてでかけた。４人が歩いていると、小屋が１つあった。４人は、その小屋に入った。すると、そこには、老婆がいた。老婆はいった「私の息子は、非常に危険な男だ。じきに帰ってくる。」山田は答えた「何がどう危険なのですか？」老婆「話している時間も惜しいぞ。」そしたら、本当に帰ってきた。彼がどう危険かというと、人々から、臓器を盗んでしまうのである。そして、その臓器を食べる。焼いて食べる。新鮮で美味しいらしい。老婆は、息子を、戸口でとめおいて、山田に言った「裏口から逃げろ。」山田は、それに従ったが、息子は、いった「私は、彼に会っても構いません。」山田「危険な真似はやめてよ。」息子「何がどう危険なのか、検証しなくていいんですか？」山田「それもそうね。」山田は、出て行くのをやめた。さて、監視員二人は、逃げていった。そして、息子が入ってきた。息子は、二人を見ると早速、腎臓を一個ずつ奪い取った。それから、腎臓を洗って、それを焼いて食べ始めた。「実に美味い。客人。もっと滞在していいんだぞ。次は、そこの部位を貰おうか。」彼は次々と、食欲に任せ、山田と、息子の部位を、奪って、次々食べていった。老婆は言った「言わんこっちゃない。」さて、山田と息子は、恐れをなして、戸口から逃げ出した。それから、奪われた部位を、再生した。山田は言った「新手のハンターだった。」ところで、監視員二人と、はぐれてしまった。二人は、そのまま、旅を続けた。山田の息子が、何を探しているかというと、地獄の門を探していた。そして、ついに、それを見つけた。二人は、そこに入っていった。地獄は、ひんやりとしていた。ひんやり地獄を、二人が歩いていると、色々な化け物が出てきた。化け物は言った「おはようございます。」山田は答えた「おはよう。」化け物は言った「どちらに行くんですか？」山田は答えた「悪魔に会いに行く。」化け物「悪魔でしたら、私の知り合いです。紹介しましょうか？」山田「うん、ありがとう。」山田たちは、化け物についていった。ところで、地獄では、人々は、氷漬けになって、頭だけ出して、裸で埋められていた。氷に。化け物は説明した「あれは、死後地獄に送られてきた、人々です。」山田「ふうん。暇そうだね。」「地獄ですので、いい事は何もありませんよ。」さて、一人の悪魔が、顔だけ出して、埋められている人の顔を、足で踏んづけていた、山田は言った「なんて酷い事を。」化け物「あの悪魔は、水虫なんですよ。」山田「ますます酷い。水虫は治さないと。」悪魔たちは、裸であった。足も素足。化け物は、パンツをはいている。山田は言った「なんで、あなただけ、パンツはいているの？」化け物「生殖器みられるの、恥ずかしいんです。」山田「それは、知恵があると言えるのかな？」化け物は、頭にも口がついており、口は開きっぱなしで、鋭利な歯が並んでいる。そして、舌は、その口から、垂れ下がっている。さて、化け物は、まず山田らを、サタンのところに連れて行った。サタンは、冷凍されていた。冷凍されているサタンは、心に語りかけてきた。「お前らは、山田たちだな、お前らが何を望んでいるのか知っている。もし、その息子の魂がほしければ、私の氷を溶かす事だ。そうしなければ、息子の魂は返してやらない。」息子はそれをきくと、サタンに攻撃をした。サタンは痛がった「やめろ、たわけ！」山田「息子、可哀想だから、溶かしてやろうよ。」息子「溶かすには、燃やせばいいのです。」彼は、火炎放射器を出して、サタンを燃やした。サタンは燃えた。そして、氷から脱出した。サタンは言った「よし、魂を返してやろう。」サタンは、息子の魂を奪っていった、悪魔を呼び出した。その悪魔は、あまーでうす　という　名前だった。サタンは、あまーでうす　に　言った「あまーでうす、息子の魂を返してやれ。」あまーでうすは答えた「嫌です。」サタン「嫌だってさ。」息子は、二人を燃やした。それから、拷問器具を出して、あまーでうすを、拷問器具にかけた。その拷問器具は、カミソリのベッドだった。おまけに、息子は、重石を、あまーでうすの上に置いた。すると、痛がるあまーでうすは、全身を、刃物で引き裂かれて、血液を流した。息子は言った「はっはっはっは。苦しむがいいあまーでうす。」サタンは、じっとそれを見つめていた。さて、さんざん苦しめられた、あまーでうすは、仕方なしに、魂と証文を返す、約束をした。さて、解放された、あまーでうすは、逃げ出した。息子は、それを捕まえて、洗脳をかけた。洗脳されたあまーでうすは、息子に証文と、魂を返却した。息子はそれを受け取った。山田は言った「良かったじゃん。」息子は答えた「全部自力でやった。」サタンは言った「用事すんだなら、はやくかえってくれよぉ。」二人は、地獄の門から出ていった。帰り道、老婆が待っていた。二人はあの小屋には、近づかない様にしていた。しかし、老婆を見ると、息子は、老婆を捕まえてしまった。息子は言った「お前の息子を許さない。ボコボコのギタギタにする。さしあたって、お前をおとりに使う。」山田「・・・。」老婆「謝罪しようと思って待っていたんだけど。」息子「そうだったのか。」彼は老婆を解放した。老婆は、別の小屋に、二人を連れて行ってから、再びでかけた。そして戻ってきた。二人を外に出した。老婆は、ヤギを連れてきていた。そして、二人の前で、ヤギを殺して、解体した。そして、ヤギの臓器や、肉を、焼き始めた。臓器は洗ってから焼いた。そして、それらを、差し出した。山田と、息子は、それをたべた。老婆はいった「これで、息子があなたたちにやったことを、ちゃら　に　してくれないかしら。」山田は答えた「いいですよ。」息子「お前は許してやる。しかし、お前の息子は許さない。」彼は、決闘にでかけた。山田はついていった。そして、息子が帰ってきた。息子が戻ってくるなり、山田の息子は、老婆の息子を捕まえて、あの拷問器具にかけた。彼は、ひーひーいった。山田の息子は、いった「わかったか。お前が私から、肉をうばう度に、これを今後くらわせてやるからな、覚悟しろよ。」それから、解放してやった。さて、彼は、山田の息子は危険なので、山田から、臓器を奪って、焼いて食べ始めた。山田は、仕方ないので、逃げ出した。その後、山田の息子は、老婆の息子と一緒に、酒を飲んでから、カードゲームをやった。それから、何度か勝利して、賭け事をした。彼は、老婆の息子の、息子か娘を、奪うという、報酬を得た。それから、彼の名前を聞き出した。老婆の息子は名乗った。「私は、までい　という。」山田の息子は言った「ふうん。」彼は、家から出てきた。外では、老婆と山田が待っていた。合流した。老婆は、家に戻っていった。山田は、息子に尋ねた「和解出来た？」息子は答えた「そこそこ仲良くなった。」山田「では、頼んで欲しい。私とセックスして欲しいと。」息子「いいよ。」彼は、試しに、老婆の息子、までい　に　自分の母親と、セックスしてくれるかと、頼んでみた。彼は言った「いいぞ。むしろ礼を言うところだな、お礼に、お前の母親を、襲撃するのを、やめてやろう。一時的に。仮にも性行為の相手だ。臓器を奪うのはまずかろう。」息子は、山田のところに戻って、うまくいったと答えた。山田は、二人で、までいのところへいった。そして、息子と老婆が、隣の部屋で、お茶している間、までい　と　山田　は　セックスをした。山田は言った「妊娠してやってもいい。」までい　は　山田に、中出しした。すると、山田は、までいの息子を生んだ。すかさず、山田の息子は、それを、自分の息子にしてしまった。までい　は　賭けにまけたので、それを認めた。さて、山田がある日、散歩していると、金色のリンゴがあった。山田は、リンゴが嫌いだったが、金色のリンゴは、酸味が弱くて、美味しいと知っていたので、そのリンゴを、もぎとって、籠にいれた。それから、家に戻った。そして、リンゴを割ってみた。そして、種を取り出して、それを、庭に植えた。それから、リンゴの本体を食べた。さて、ある日、までい　は　夢を見た。それは、地獄で、自分が、拷問器具に、かけられ続ける、夢だった。までい　は　山田の息子に相談した。「おかしい。あの拷問器具は、あなたの所有物の筈だ。あなたは、地獄の使用人では無いはずだ。」山田の息子は答えた「そうだな、サタンに尋ねてみよう。」サタンは答えた「お前の拷問器具と、同じ拷問器具を、我が拷問部屋では採用している。」山田の息子は、サタンの発言を、そのまま、までい　に　説明した。までい　は　言った「あの拷問が、現実になるのは、嫌だなぁ。」山田の息子は、までい　を　サタンのところに、連れて行った。そして、３人で、賭けカードゲームをした。多分遊戯王。この遊戯王デュエルリンクスは、カードを買う必要が無い。ドーマみたいに、使えるカードが、最初から、全種類揃っている。ドーマとか、ビック５とかみたいに。３人は、デッキを組んだ。それから、デュエルをした。ルールは、山田の息子と、までい　が　チームで、サタンは一人。サタンは負けた。そして、賭けの対象は、までい　の　死後、までい　を　拷問の対象から、外す事であった。サタンは、仕事を曲げたくなかったので、必死に勝とうとして、１０回デュエルして、１０回負けた。その後は、７並べとか、ババ抜きで戦った。それでも負けた。他の、トランプゲームもした。それでも負けた。合計、１０００回、サタンは負けた。１０００回試合して、１０００回負けた。なので、サタンは、かなり、拷問器具と、金を、二人に奪われた。その上、地獄に落ちたあと、待遇をよくしなきゃいけなくなった。ところで、山田が食べたリンゴは、甘くないが、酸っぱくもなくて、美味しいリンゴだった。終わり。


６１９
酒呑童子の、ウィキペディアを、改造。
さて、一条天皇陛下がいた。彼は、酒呑童子を倒す為に、部下を派遣した。しかし、源頼光が、病欠したので、彼の代わりは、山田がやる事になった。一条天皇は、源頼光に言った「病気なら仕方ない。」なので、山田と、藤原保昌が、行く事になった。藤原保昌は、山田に提案した、「酒呑童子は、酒が好きらしい。毒酒を持ってきた。これを飲ませて、失心させてしまおう。」山田は答えた「よし、その作戦で行こう。」しかし、バレてしまった。事の次第はこうである。酒呑童子は当初、山田と、保昌を歓迎したが、山田が、彼に、酒を進める進め方が下手だったので、毒酒だと、見抜かれた。酒呑童子は、山田に、無理やり酒を飲ませた。山田は、バッタリ倒れた。保昌は、作戦がバレてしまったので、強引に倒す事に決めて、刀で襲いかかった。しかし、殴られて、彼は、壁を突き破って、外に飛んでいった。995年の事である。この時代は既に、直刀ではない時代だと思うので・・・、普通の刀である。７９４から、かなり遠いしね。さて、山田は起き上がった。山田は毒殺されなかったのである。酒呑童子は、山田を、拳で押しつぶした。多分身体は大きいと思われる。山田は、床にめり込んだ。酒呑童子は言った「私を毒殺しようとした、罪は重いぞ。」山田「違います。酔ってひっくり返っただけです。毒なんか入ってません。」酒呑童子「んー。確かに、お前は死ななかったな。しかし、お前の相棒は、斬りかかってきたぞ。」山田「よく、言い聞かせておきます。」山田は外に、藤原保昌を探しに行った。木にめり込んでいるのが見つかった。山田は引っ張り出した。山田は、言い訳をした事を話した。保昌はいった「このタイミングで、騙せてもなぁ・・・」保昌は、仕方ないので、一旦報告に戻った。一条天皇はいった「それで？　彼は、人々を襲うのを、やめてくれるのか？」山田「交渉して来ませんでいた。」「倒せないのなら、せめて交渉をしろ。」さて、かどわかされたのは、若者や、姫君だった。山田と保昌は、交渉に出かけた。そして山田は言った「かどわかされた人を、返して下さい。」酒呑は答えた「いいよ。」山田「なんでかどわかしたんですか？」酒呑「エロい目的で使った。」山田「なんだって・・・」さて、御伽草子では、食べた事になっている。しかし、もし食べる目的なら、源頼光と、藤原保昌は、受け入れてもらえなかっただろう。つまりだが、エロい目的の方が、正しい解釈だと考える。藤原保昌は言った「姫君はともかく、男とも性行為してしまうのか？　お前は。」酒呑「そうだ。」藤原保昌「そうか。私はそういう趣味ではない。」さて、拉致された４人は、性的に、ヒーヒー言わされていた。しかも拘束されていた。可哀想な４人を連れて、山田たちは、一条天皇のところに戻った。一条天皇は喜んだが、同時に怒った「あんな鬼なんかに、私の親族の、貞操を奪われるなんて・・・激怒だぞ。」山田「大丈夫です。」一条「何が大丈夫なんだ。」山田「私が、あの化生を、性的に満足させる事にします。」一条「なる程。それは良い案だな。」彼は、ぽん　と　手を叩いた。さて、藤原保昌は、鬼を殺す為に、今度は、毒のバリスタを作っていた。一方で山田は、鬼と性行為しに、山に出かけた。そして、山田と酒呑は、非常にエロい遊戯を行った。一方で、藤原保昌は、どきゅう　を　いくつも用意して、それを、車に積んで、運んで、山まで行った。矢の先には、毒が塗られていた。保昌は、既に鬼と知り合いだったので、彼が、鬼を呼び出して、そこに、弓を放つ予定になっていた。保昌は、部下に武器を任せて、一人で、鬼に会いに行った。そしたら、山田と鬼は、性行為の最中だった。保昌は、それが終わるまで待ってから、鬼を、外に呼び出した。そして、何か会話した。彼は歌をよんだ。彼は言った「この続きを言ってみろ。」さて、酒呑は、長考した。この二人が、目に入ったので、部下たちは、矢を放った。矢は、二人にめがけて、飛んでいった。ジダン　が　装填された。保昌は、矢が飛んでくるのを知っていたので、攻撃を避けた。一方、酒呑は、不意打ちを受けて、矢が身体に刺さった。彼は、毒に弱い体質だったので、すぐバタンキューになった。倒れた。保昌は最終的に、酒呑を殺してしまった。終わり。

６１９
さて、山田がいた。山田は、水のせいと、一緒に暮らしていた。水のせい　の　子供たちは、水の中で遊んでいた。はしゃぎまわっていたとも言える。山田は、影から、その遊んでいる姿を、見ていた。水のせいは、大人でも、ヒキガエル程度の大きさしかない。小さいな。一方で、ある百姓がいた。彼は金持ちだった。この金持ちの百姓の家には、犬と、下女がいた。犬の方が、良い餌を貰っていた。百姓は、金を金庫に入れていたが、金庫の上で眠っていた。盗難を避ける為らしい。さて、ある日山田が、散歩していると、その下女に出会った。下女は、川で牛の世話をしていた。山田は言った「やあ、こんにちわ。」さて、下女は答えた「やあ、こんにちわ。ここに一頭牛は居ます。この牛を食べてしまいましょうか？」山田は答えた「いいですね。」二人が、そんな話をしていると、牛は怒って、逃げてしまった。下女は言った「あっちゃー、怒られるかもなぁ。」山田は言った「誰にですか？」下女は答えた「うちの主人さ。」「食べるよりは、ましかと思われますが。」「どうだろうね。どうせ、ムチで打たれるなら、食べておいた方がマシかも知れないよ。」山田「なる程。どうせ、打たれるなら、ですか、時間があるなら、ちょっと、私の家に、来ませんか？」下女「どうして？」「そりゃもちろん、ムチで打たれるまでの、タイムラグを作る為です。」下女「ああ、なる程ね。行くか。牛は多分、自力で家に戻るでしょう。」彼女は、山田についていった。山田は、裸足だった。裸足で歩いて、川までやってきた。さて、山田が、彼女を、川まで連れてくると、水のせいがたくさんいた。水のせいは言った「王様が、いなくなってしまったんだ。」山田は答えた「それは問題だな。」水のせい「山田、探してきてくれないか？　今は見ての通り、朝露が乾いてしまっている。我々は、陸上では行動が出来ない。」山田「了解。」山田は、下女の方を見た「すまないが、私は探しものをする事になった。家はまた今度にしてくれ。」下女は答えた「いや、私も探す。探している間に、時間を稼ぐさ。ムチに打たれるまでの時間をな。」山田は答えた「一緒に探してくれるなら、助かる。王様は、ヒキガエルみたいな見た目だ。多分泣いているだろう。それに、朝露を伝って、川から出ていった筈だから、朝露が生じる経路にしかいない筈だ。」下女は答えた「了解。」さて、見つけたのは、山田の方だった。山田主役なので。王は言った「山田、ご苦労であった。」山田「ところで、この人をお客として、家に招きたいんですが。」下女「暇なので。お願いします。」本当は、仕事があったが、彼女は仕事を放棄していた。王「いいだろう。私を探してくれたらしいし。」山田「ところで、王がいるという事は、この話が作られたのは、中世なのでしょうかね。」王「何の話だ。」山田「破邪検証。関係ありませんね。」ところで、日本の民話だと、何故か、殿様が出てくる話が無い。かといって、天皇陛下が出る話も無い。何故だろうか。こうなれば、安倍晴明が、四天王を倒させる話に、天皇陛下が出ないか確認しないといけない。山田は、自宅に、彼女を連れて行った。山田の家には、電子レンジがあった。それはそれとして、山田は、チキンを油で揚げていた。そして、それを自分で食べた。下女にも言った「食べてくれよ、美味しいよ。」下女は喜んで食べた。「ところで、その箱はなんですか？」山田「電子レンジだよ。」さて、間が持たなくなってきた。下女は言った「そろそろ、帰ろうかな。」山田「そういえば、王様の家に、子供が生まれたんだ。見に行こうよ。」下女「それはぜひ行きたい。」山田は、王様の家に行った。そこでは、王様が、自分の子供に、名前をつけようとしていた。王様は、やってきた二人に言った「ところで、私の子供の名前は、何がいいと思う？」彼は、各々を、個室に呼んで、それを尋ねた。山田は答えた「真田。」さて、下女の方も、個別に答えた。すると、王様の子供は、ヒキガエルの姿から変化して、青い目を持つ、人間の子供に変化した。しかし、水かきは、そのまま残った。王様は、それを見て言った「おっと、なんという事だ。もしかすると、お前は、心が優しい娘なのかも、知れないな。知らないけど。」下女「はぁ。」さて、下女は、家に帰る事にした。山田は言った「あと一週間なら、泊めてあげるよ。ムチで打たれるのを、一週間先延ばしにするべきじゃないの？」下女は答えた「いや、考えてみれば、私が働かないと、お百姓さんが困る筈だ。だから帰る。」山田「ふうん。」山田は、下女についていった。すると、お百姓が待っていた。彼は言った「どこに行っていたんだ。」下女「山田の家です。」お百姓「山田とは誰だ？」山田が出てきた。「私です。」お百姓「私も行く事にする。」彼は、下女を、ムチで打ってから、下女に、農作業を任せて、山田の家に行った。山田は、お百姓に尋ねた「なんでくるんですか？　彼女の場合は、ムチで打たれる時間を、先延ばしにするって言っていましたが。」お百姓「私は、好奇心旺盛なのさ。」山田「へえ。」さて、山田は、お百姓の家に来ると、揚げパンと、揚げチキンの両方を、彼に与えた。彼は食べた。すると、彼は、山田の家から、出られなくなった。山田は彼に言った「あなたは、私の夫になって下さい。ならない限り、この家からは出られません。」お百姓は、仕方ないので、結婚を誓った。山田は、お百姓を、結婚式場に連れて行った。そして、結婚式を挙げた。その後、お百姓が、家に帰ろうとすると、山田は言った「あなたは、私と結婚しています。あちらにいる時間は、こちらにいる時間を、超えてはいけません。つまり、こちらで、一日過ごしてからでないと、あちらで、一日過ごす事は出来ません。」さて、お百姓が、ルールを破ると、無理やり、山田の家に、強制返還された。山田は、そうやって、お百姓の行動を、制御した。お百姓がいない間、彼の財産は、下女が管理する事になった。しかし、ある日、下女は、王子様と結婚して、百姓の家から出ていった。この王子様は、人間である。水の精霊ではない。山田は、下女に嫉妬した。なので、百姓の家の財産の管理を始めた。つまり、家畜を全て、山田の家につれてくるのである。山田の家は、川の中にあった。そして、家畜の面倒を、お百姓は、川のほとりで見た。山田は、王に頼んで、川の氾濫を、なくさせて貰った。さて、嫉妬に狂った山田は、百姓に、セックスするように、毎日迫った。百姓は、沢山セックスする義務も生じた。しかし、川が氾濫しない、氾濫原で、優先的に、牛を育てる事が出来た。終わり。